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いの町公式ホームページ　http://www.town.ino.kochi.jp/

●総人口	 25,512 （25,668）人

●男　性	 12,152 （12,227）人

●女　性	 13,360 （13,441）人

●世帯数	 10,972 （11,026）世帯
（住民基本台帳人口による）

いの町の人口
平成25年9月末日現在（　）内は前年同月末日

※散歩中のフンは必ず持ち帰り
　処理をしてください。

問い合わせ
　高知県中央西福祉保健所　  0889－22－2588
　環境課　　　　　　　　　  893－1160
　吾北総合支所住民福祉課　  867－2300
　本川総合支所住民福祉課　  869－2114

いの町上下水道組合    090－9555－6246

固定資産税　４期
国保税・介護保険料・後期高齢者医療保険料　５期

犬･猫に関する
相 談 窓 口

上下水道休日当番

今 月 の 納 税

今月の主な内容

最高齢は104歳！ご長寿おめでとうございます４

平成26年度保育園入園のご案内２
平成26年度幼稚園入園のご案内３

成人式のご案内５
水道事業業務状況公表６

いの町史に掲載する「未来へのメッセージ」募集中!!　詳しくは14ページへ

恒例の『ほのほの王国もみじまつり』。
当日は、町内の味自慢のお店や子どもたちが楽しめるお店が並び、最後にはもち投げもあります。
キャラクターショーやものまねショー、歌謡ショー、伝統芸能の発表などあり1日楽しめること間違いなし。
紅葉も綺麗なこの時期、ご家族・ご友人お誘い合わせの上、是非ご来場ください。

『第24回ほのほの王国もみじまつり』
～グリーン・パークほどの～　11月10日（日）　10:00～15:30

待ちゆうきねぇ♪

～グリーン・パークほどの～　11月10日（日）　10:00～15:30
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保育園入園のご案内
平成26年度

平成26年度の保育園入園申込書の交付及び受付を次のとおり実施します。
また、平成26年4月から枝川保育園で０～１歳児の受け入れが始まりますのであわせてご案内します。

①対象となる保育園
　【町立】枝川・八田・川内・天神・神谷・吾北・
　　　　　本川（※３）の各保育園
　【私立】伊野保育園・あいの保育園
②対象となる乳幼児
　　保護者が就労又は疾病などにより、日中家庭

での保育に欠ける乳幼児（育児・家事及び集団教
育・就学前の教育目的などは入園の理由とはなり
ません。）

③入園申込書は、11月25日（月）から交付します。
　（土・日・祝日を除く、8：30～17：15）
　交付場所　学校教育課、町民課、
　　　　　　吾北教育事務所、本川教育事務所、
　　　　　　枝川・八田出張所、
　　　　　　すこやかセンター伊野、各保育園

④入園申込受付日（面接審査）及び受付場所
　下表のとおり
⑤問い合わせ
　学校教育課　　　  ８９３－１９２２
　吾北教育事務所　  ８６７－２１３３
　本川教育事務所　  ８６９－２３３１
※１継続児であっても入園（継続）申込が必要です。
　　新しく入園される場合は、該当する児童と保護

者がお越しください。
※２年度途中（H26年度中）に入園を希望される場

合も期間内での申込が必要です。

■ 平成26年度保育園申込受付（面接審査）日程表 ■

◦ 体験保育及び入園説明会について

保育園名 定員 対象児年齢 受　付　日 受付時間 申込受付（面接）場所
枝川保育園
 892－2254 140名 平成25年10月1日

以前に生まれた幼児
平成26年

1月10日（金）
15：00～

18：30 枝川コミュニティセンター

八田保育園
 892－2255 70名 平成24年10月1日

以前に生まれた幼児
平成26年

1月9日（木）
16：00～

18：30 八田コミュニティセンター

川内保育園
 892－1099 60名 平成24年10月1日

以前に生まれた幼児
平成26年

1月7日（火）
16：00～

18：30 川内保育園

天神保育園
 893－2417 90名 平成25年10月1日

以前に生まれた乳幼児
平成26年

1月8日（水）
15：00～

18：30 すこやかセンター伊野

神谷保育園
 893－2532 45名 平成24年10月1日

以前に生まれた幼児
平成26年

1月21日（火）
16：00～

18：30 神谷保育園

吾北保育園
 868－2364 30名 平成25年11月1日

以前に生まれた乳幼児
12月2日（月）～

12月20日（金）
8：30～

17：15 吾北教育事務所

伊野保育園
 892－0303 120名 平成25年12月1日

以前に生まれた乳幼児
平成26年

1月22日（水）
15：00～

19：00 図書館２階大集会室

あいの保育園
 891－6400 120名 平成26年1月1日

以前に生まれた乳幼児
平成26年

1月23日（木）
15：00～

19：00 あいの保育園

※３本川へき地保育園の入園申込は、平成26年1月10日（金）から1月31日（金）までの間となります。
　　申込・問い合わせは本川教育事務所までお願いします。

　保育園では、新規入園児童を対象とした体験保育及び入園説明会を実施し、保育環境などについて事前にご
理解していただく機会を設けます。
　体験保育及び入園説明会を、下記の日時に各保育園で実施します。新規に入園申込される保護者の方は、入
園希望保育園へ新規入園児童を連れてご参加ください。
　体験保育　9：00～10：00　　　入園説明会　10：00～11：00

保育園名 枝川保育園 八田保育園 川内保育園 天神保育園 神谷保育園 吾北保育園 伊野保育園 あいの保育園

実施日 平成26年
2月6日㈭

平成26年
2月5日㈬

平成26年
2月17日㈪

平成26年
1月30日㈭

平成26年
2月7日㈮

平成26年
2月5日㈬

平成26年
2月7日㈮

平成26年
2月7日㈮

※４本川へき地保育園は平成26年2月18日（火）10時から体験保育及び入園説明会を実施します。
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幼稚園入園のご案内
平成26年度

平成26年度の伊野・枝川・吾北幼稚園入園願書の交付及び受付を次のとおり実施します。

①対象となる幼稚園
　伊野幼稚園・枝川幼稚園・吾北幼稚園
②対象となる幼児
　　町内に居住する年度当初（平成26年4月2日現

在）満3歳から5歳までの幼児
　※ただし、吾北幼稚園は満４歳から５歳までの幼児
③入園願書の交付
　交付期間　11月25日（月）～12月20日（金）
　　　　　　（土・日・祝日を除く、8:30 ～ 17:15）
　交付時間　8：30～17：15
　交付場所　学校教育課、町民課、
　　　　　　吾北教育事務所、本川教育事務所、
　　　　　　枝川・八田出張所
　　　　　　すこやかセンター伊野、各幼稚園

④入園申込受付日及び受付場所
　下表のとおり
⑤問い合わせ
　学校教育課　　　  ８９３－１９２２
　吾北教育事務所　  ８６７－２１３３
　本川教育事務所　  ８６９－２３３１
※継続児であっても入園申込が必要です。

■ 平成26年度幼稚園入園申込受付日程表 ■
幼稚園名 定員 対象児年齢 受　付　日 受付時間 申込受付場所

伊野幼稚園
 892－1428

165名

〔５歳児〕
平成20年4月2日から
平成21年4月1日までの出生者

〔４歳児〕
平成21年4月2日から
平成22年4月1日までの出生者

〔３歳児〕
平成22年4月2日から
平成23年4月1日までの出生者

12月2日（月）～
12月20日（金）

8：30～
17：15

学校教育課
吾北教育事務所
本川教育事務所
各幼稚園

枝川幼稚園
 893－0108

95名

吾北幼稚園
 868－2364

30名

〔５歳児〕
平成20年4月2日から
平成21年4月1日までの出生者

〔４歳児〕
平成21年4月2日から
平成22年4月1日までの出生者

◦ 一日入園について

◦ 枝川幼稚園給食開始のお知らせ

　幼稚園では、新規入園幼児を対象とした
一日入園を実施し、保育環境などについて
事前にご理解していただく機会を設けます。
　右記の日時に各幼稚園で実施しますので、
新規に入園申込される保護者の方は、入園
希望幼稚園へ新規入園児童を連れてご参加ください。

　枝川幼稚園では、平成26年度から給食の提供を予定しています。
　なお、料金など、詳細につきましては入園願書配布時にお知らせします。

幼稚園名 伊野幼稚園 枝川幼稚園 吾北幼稚園

実施日 11月20日㈬
9:00～11:00

11月13日㈬
9:00～11:00

平成26年
2月19日㈬

9:00～11:00
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刈谷　松意さん

弘瀬右亀子さん

深見　梅猪さん

明神　冨惠さん

伊藤　松猪さん

山中　米子さん

栗田　馬代さん

岡林喜代子さん

伊藤　 子さん

尾﨑　トヨさん

102歳

102歳

101歳

102歳

100歳

104歳

103歳

102歳

102歳

102歳

「お嫁さんによくしても
らっています。」

「新聞をよく見ています。
近くの広場の草引きもし
ます。」

「新聞は読めなくなって
しまいましたが、相撲を
見るのが楽しみです。」

「来年の「敬老会」でも
町長とのデュエットを楽
しみにしています。」

「在宅でずっと過ごした
いです。お嫁さんによく
してもらっています。食
欲もあります。」

「相撲が好きで、よくテ
レビを見ています。」

「デイサービスを利用し
ながら過ごしています。
職員さんによくしていた
だいています。」

「デイサービスでゲーム
などをして楽しく過ごし
ています。」

「食欲もあり、庭でよく
歩いています。」

「近所の方にお世話に
なっています。幸せです。
よく食べています。」

　９月 26 日には、最高齢の方と、ご自宅においでるご長寿の方を訪問し、ご健康を祝福して、記念品を贈りました。

 お め で と う ご ざ い ま す
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（平成25年7月～平成25年9月）
入札日 入札方法 工　　事　　名 工事場所 工事担当課 落札金額 落　札　業　者

7月11日 指名競争入札 平成24年度　枝川幼稚園耐震補強工事及び改修工事（建築主体） 枝川幼稚園 学校教育課 31,395,000 株式会社田邊工務店

7月11日 指名競争入札 平成25年度　林道中追西線新設工事 中追 産業経済課 13,860,000 西川建設株式会社

9月２日 一般競争入札 平成25年度　町道諸枝是友線道路改良工事 沖田 技術監理課 171,045,000 横山工業・森木特定建設工事共同施工企業体

9月13日 指名競争入札 平成25年度　町道芳ヶ曽線道路改良工事 池ノ内 建設課 35,175,000 株式会社横山工業

9月13日 指名競争入札 平成25年度　山荘しらさ受変電設備更新工事 寺川 本川産業建設課 12,359,550 株式会社高知電気

9月13日 指名競争入札 平成25年度　町道瓶ヶ森線 落石対策工事 中野川 本川産業建設課 13,965,000 有限会社手箱建設
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　平成26年の成人式を次のとおり行います。
　就業・学業などで町外に在住の方で、参加
を希望される方は、下記までご連絡ください。

日　時   平成26年１月３日（金）
　　　　  10：30～（受付10：00 開始）

場　所   すこやかセンター伊野

対象者   平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれの方

問い合わせ
　社会教育課　　　〒781－2110　いの町3597
　　　　　　　　　  ８９３－２０１２
　吾北教育事務所　〒781－2401　いの町上八川甲2010
　　　　　　　　　  ８６７－２１３３
　本川教育事務所　〒781－2601　いの町長沢123－8
　　　　　　　　　  ８６９－２３３１

▪ 「新成人の主張」発表者募集 ▪
　式当日、壇上で発表していただける新成
人を募集しています。
　内容は、自分の体験や将来の夢など何で
も結構です。
　４００字詰め原稿用紙で４枚程度を目安
に、下記までお送りください。発表してい
ただいた方には、ささやかですが記念品を
贈呈します。

成人式のご案内

ご　氏　名 H26.3.31
現在年齢

大久保春美さん 103
笹岡喜久野さん 103
三宮　冨子さん 103
武内　竹猪さん 103
西内テル子さん 103
水田　芳尾さん 103
伊藤　鹿子さん 102
川﨑　清賀さん 102
北川　安子さん 102
廣井　幸子さん 102

ご　氏　名 H26.3.31
現在年齢

井上　芳喜さん 100
岡部　盛壽さん 100
川村　繁子さん 100
久保シゲヨさん 100
三宮　皐月さん 100
中島　   富さん 100
中田　楠子さん 100
松本　悦美さん 100
森木　八重さん 100

ご　氏　名 H26.3.31
現在年齢

藤原　鈴子さん 102
森木八重子さん 102
山崎　和巳さん 102
和田ヲヨ子さん 102
大野　猛馬さん 101
三宮　米子さん 101
曽我部米惠さん 101
中村　満壽さん 101
西川　幸子さん 101
森田登志美さん 101

最 高 齢 は 104 歳！ ご 長 寿祝
　本年度、100歳以上を迎えられる方は、男性２名、女性38名、合計40名です。
　最高齢は、104歳の山中米子さんです。皆さん、これからもどうかお体に気を付けてお過ごしください。

（平成26年３月31日現在年齢）
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自衛隊高等工科学校生徒等募集のお知らせ

募集種目 資　　格 受付期間 試　験　期　日 合　格　発　表
高等工科学校生徒

（推薦）
中卒（見込み含む）17歳
未満の男子（推薦につい
ては中学校長などの推薦
などが別途必要）

11月１日（金）～
12月 ６日（金）

平成26年１月11日（土）～13日（月）
の間のいずれか１日 平成26年１月17日（金）

高等工科学校生徒
（一般）

11月１日（金）～
平成26年1月10日（金）

１次：平成26年１月18日（土）
２次：平成26年２月１日（土）

１次：平成26年１月27日（月）
最終：平成26年２月21日（金）

防衛大学校学生
（一般）後期

高卒（見込み含む）
21歳未満

平成26年1月22日（水）
 ～１月31日（金）

１次：平成26年３月１日（土）
２次：平成26年３月13日（木）

１次：平成26年３月７日（金）
最終：平成26年３月20日（木）

高等工科学校生徒
の概要

将来陸上自衛隊において、高機能化・システム化された装備品を駆使・運用するとともに、国際社会においても自信を
持って対応できる自衛官となる者を育成するために、中学校卒業者等を対象に採用する制度です。

教育及び卒業資格
高等学校の普通科と同等の教育を受け、併せて技術的な識能を有する陸曹として必要な各種技術の専門教育、防衛
基礎学、各種訓練を受けることになります。また、提携する通信制高等学校に入学し、生徒課程終了時に高等学校の
卒業資格を取得することができます。

生徒の処遇 身分：特別職国家公務員（生徒） 　手当：生徒手当　９４，９００円 期末手当２回（６月・１２月）

◆ 問い合わせ ◆　〒780－0061　高知市栄田町2－2－10　高知よさこい咲都合同庁舎８階
　　　　　　　　自衛隊高知募集案内所　  823－2006
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し
て
は
、
水
道
事
業
収
益
総
額
２
億
７
，

５
５
６
万
２
千
円
で
、
そ
の
主
な
収
益
と

し
て
、
給
水
収
益
２
億
６
，
２
０
８
万
９

千
円
、
受
取
利
息
及
び
配
当
金
10
万
８
千

円
、
新
設
分
担
金
３
，
１
６
万
１
千
円
、

他
会
計
補
助
金
８
７
０
万
６
千
円
に
対
し
、

水
道
事
業
費
用
総
額
は
、
２
億
７
，
２
１

９
万
６
千
円
で
、
そ
の
主
な
費
用
と
し
て
、

人
件
費
４
，
８
９
８
万
６
千
円
、
支
払
利

息
３
，
４
７
６
万
円
、
動
力
費
２
，
３
１

９
万
７
千
円
、
減
価
償
却
費
１
億
１
，
６

０
１
万
円
、
修
繕
費
１
，
７
８
１
万
５
千

円
、
委
託
料
８
９
７
万
７
千
円
で
、
単
年

度
収
支
は
、
１
４
３
万
１
千
円
の
純
利
益

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
健
全
な
企
業
運
営
と
安
全

で
安
心
な
水
道
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

＝
主
な
建
設
改
良
工
事
＝

　

水
道
事
業
会
計
で
は
、
平
成
24
年
度
に

お
い
て
、
水
道
法
の
目
的
に
そ
っ
て
清
浄
、

豊
富
な
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
に
、

上
水
道
音
竹
配
水
池
緊
急
遮
断
弁
設
置
工

事
な
ど
、
３
，
７
８
９
万
７
千
円
の
事
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
工
事
箇
所
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
建
設
改
良
工
事
】

▼
上
水
道
音
竹
配
水
池
緊
急
遮
断
弁
設
置

工
事

　

緊
急
遮
断
弁 

１
基

　

制
御
盤 

１
式

▼
上
水
道
高
知
西
バ
イ
パ
ス
工
事
に
伴
う

枝
川
地
区
配
水
管
移
設
工
事

　

配
水
管 

φ
１
０
０

　

延　

長 

８
０
．
８
ｍ

▼
簡
易
水
道
町
道
田
デ
原
線
配
水
管
布
設

工
事

　

配
水
管 

φ
７
５

　

延　

長 

１
７
６
．
７
ｍ

＝
企
業
債
の
概
要
＝

　

平
成
24
年
３
月
末
未
償
還
残
高
は
12
億

９
，
７
８
６
万
７
，
１
５
６
円
で
し
た
が
、

３
月
末
ま
で
に
、
７
，
０
１
６
万
４
，
３

８
６
円
を
償
還
し
ま
し
た
の
で
、
３
月
末

未
償
還
残
高
は
、
12
億
２
，
７
７
０
万
２
，

７
７
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

＝
平
成
24
年
度
経
理
の
状
況
＝

　

経
営
状
況
は
、
事
業
概
要
で
示
し
た
よ

う
に
当
年
度
純
利
益
１
４
３
万
１
千
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

＝
平
成
25
年
度
予
算
の

概
要
・
事
業
経
営
方
法
＝

【
予
定
業
務
量
】

　

給
水
戸
数 

８
，
１
７
４
戸

　

一
日
平
均
給
水
量 

７
，
４
８
０
㎥

　

主
た
る
建
設
改
良
事
業

 

８
７
，
９
６
万
５
千
円

平
成
25
年
度
い
の
町
水
道
事
業
会
計
予
算

（
別
表
１
）

平
成
25
年
度
い
の
町
水
道
事
業
予
定
貸
借

対
照
表
（
別
表
２
）

水
道
事
業
業
務
状
況
公
表

記
号
説
明

　

φ（
フ
ァ
イ
）＝
管
の
内
径
、
単
位
㎜
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いの町水道事業会計試算表

別表１　平成25年度いの町水道事業会計予算

別表２　平成25年度いの町水道事業予定貸借対照表

平成25年３月31日現在（単位：円）
借　方　残　高 勘　定　科　目 貸　方　残　高

６，５７９，３１１，３１５ 資　　産　　の　　部　 ２，２０２，７２８，２４１
６，００６，９４４，１８４ 有 形 固 定 資 産

減 価 償 却 累 計 額 ２，２０２，７２８，２４１
４，４２２，７００ 無 形 固 定 資 産

５６７，９４４，４３１ 流 動 資 産
負　　債　　の　　部　 ４９，０１５，３６４

固 定 負 債 ２５，６８５，２９０
流 動 負 債 ２３，３３０，０７４

資　　本　　の　　部　 ４，３２６，１３６，８３３
自 己 資 本 金 ８７０，３７７，５４７
借 入 資 本 金 １，２２７，７０２，７７０
資 本 剰 余 金 ２，１４４，４３３，９０７
利 益 剰 余 金 ８３，６２２，６０９

収　　益　　の　　部　 ２６２，９１８，５４１
上 水 道 営 業 収 益 ２０５，０５７，５１８
簡 易 水 道 営 業 収 益 ４５，１５８，９１３
営 業 外 収 益 １２，７０２，１１０

２６１，４８７，６６４ 費　　用　　の　　部　
１８４，６４８，５３６ 上 水 道 営 業 費 用

４１，１５７，３５８ 簡 易 水 道 営 業 費 用
３５，６８１，７７０ 営 業 外 費 用

６，８４０，７９８，９７９ 合　　計 ６，８４０，７９８，９７９

（単位：千円）
収益的収入及び支出

収　　　入 支　　　出
第１款 水道事業収益 ２８３，７７１ 第１款 水道事業費用 ２８８，７２６
第１項 上水道営業収益 ２１８，９００ 第１項 上水道営業費用 １９８，２１１
第２項 簡易水道営業収益 ４８，１３５ 第２項 簡易水道営業費用 ４３，８１７
第３項 営業外収益 １６，７３６ 第３項 営業外費用 ４１，６９８

第４項 予備費 ５，０００
資本的収入及び支出

収　　　入 支　　　出
第１款 資本的収入 ４３，２１２ 第１款 資本的支出 １６０，３８２
第１項 県支出金 ２，０００ 第１項 建設改良費 ８８，２８６
第２項 一般会計補助金 １７，０１１ 第２項 企業債償還金 ７２，０９６
第３項 工事負担金 ２４，２０１

平成26年3月31日見込（単位：円）
科　目 金　額 科　目 金　額

（資産の部） （負債の部）
有 形 固 定 資 産 ３，７７７，８４６，２０４ 固 定 負 債 ２５，６８５，２９０

土　　　地　 ７０，５２２，６３３ 引　当　金　 ２５，６８５，２９０
建　　　物　 １２６，１７７，８７７ 流 動 負 債 ２６，５７９，８６７
構　築　物　 ３，１５８，８４２，０６２ 未　払　金　 ２５，０１１，７９３

機械及び装置　 ３６７，００７，２９８ 前　受　金　 ０
車両及び運搬具　 ３８，５１５ その他の流動負債 １，５６８，０７４

工具器具及び備品　 ３，６５１，８１９ （資本の部）
建設仮勘定　 ５１，６０６，０００ 資 　 本 　 金 ２，０２５，９８３，７０３

無 形 固 定 資 産 ８，７２３，７００ 自己資本金　 ８７０，３７７，５４７
流 動 資 産 ５３８，９１１，５１５ 借入資本金　 １，１５５，６０６，１５６

現 金 預 金　 ５２０，２５１，４５０ 剰 　 余 　 金 ２，２４７，２３２，５５９
未　収　金　 １４，５２９，６６０ 資本剰余金　 ２，１７８，４５５，９５０
貯　蔵　金　 ４，１３０，４０５ 利益剰余金　 ６８，７７６，６０９

資産合計 ４，３２５，４８１，４１９ 負債・資本合計 ４，３２５，４８１，４１９
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　豪雨災害や大地震では、自力での避難が困難な高齢者や障害者などの災害時要援護者が犠牲となるケースが
多く見られ、近隣住民同士の助け合いによる支援が最も有効であることが明らかになっています。
　町では、災害時に備え自分で避難ができず、また家族などの支援も受けられない方が、どのようにしたら避
難ができるかを記入した一人ひとりに対する計画（個別計画）の作成を町内会、自
主防災組織、民生委員などの地域の皆さんとともに進めています。
　個別計画を通じて、町と地域がより協働しながら、災害時要援護者の緊急時の連
絡先や避難支援者が避難行動で気を付けることなどの情報を把握し、日ごろからの
見守りや災害などの発生時の支援体制づくりに取り組んでいきます。

問い合わせ 　ほけん福祉課（すこやかセンター伊野内）　  ８９３－３８１０
　　　　　　　吾北総合支所住民福祉課　　　　　　　　　  ８６７－２３００
　　　　　　　本川総合支所住民福祉課　　　　　　　　　  ８６９－２１１４

もし、災害が起こったら

災害発生

避難準備情報など

防災行政無線、広報車、テレビ・ラジオなど

避難場所

今年度新たに58地
区が個別計画作成
に向けての取組を
始めています。
（9月現在）

災害時に向けての「個別計画」の作成を進めています
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募
　
　
集

催
　
　
し

講
座・教
室

お
知
ら
せ

ニ
ュ
ー
ス

ニュース

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

こ
の
度
、
町
立
伊
野
幼
稚
園
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
、
平
成
25
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ

Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
県
内
の
市
町
村
立

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
小
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
中
か
ら
、
選
考
委

員
会
で
の
選
考
を
経
て
文
部
科
学

省
に
推
薦
さ
れ
、
特
に
優
れ
た
実

績
を
上
げ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

伊
野
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
子

育
て
サ
ー
ク
ル
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
の

活
動
を
は
じ
め
、
読
み
聞
か
せ
や

文
集
「
あ
ら
び
こ
」
の
編
集
・
発

行
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育

委
員
会
と
の
連
携
の
も
と
「
子
ど

も
の
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
と
運
動

遊
び
」
に
取
り
組
ん
だ
り
、
家
庭

教
育
学
級
の
企
画
な
ど
保
護
者
の

学
習
機
会
の
提
供
に
も
努
め
て
き

ま
し
た
。
保
護
者
間
で
は
ス
カ
ッ

シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
親
睦
を
深

め
、
他
幼
稚
園
や
教
職
員
と
の
交

流
大
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
表
彰
を
契
機
に
今
後
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
が
ま
す
ま
す
活
発
と
な

り
、
園
児
の
す
こ
や
か
な
成
長
に

寄
与
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課

 

８
９
３

－

２
０
１
２

ニュース

救
急
フ
ェ
ア
開
催

仁
淀
消
防
組
合
吾
北
分
署

　

９
月
８
日
、
道
の
駅
６
３
３
美

の
里
の
駐
車
場
を
お
借
り
し
て
、

救
急
医
療
週
間
に
伴
う
救
急
フ
ェ

ア
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
救
急

フ
ェ
ア
は
、
救
急
車
の
適
正
利
用
、

救
命
処
置
の
必
要
性
の
理
解
と
啓

発
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
い
の
町
消
防
団
吾
北

方
面
隊
の
女
性
消
防
団
員
、
田
岡

佐
奈
さ
ん
、
和
田
真
弥
さ
ん
に
一

日
救
急
隊
長
と
し
て
ご
協
力
い
た

だ
き
、
風
船
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
配

布
な
ど
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

天
候
の
優
れ
な
い
中
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
の
も
と
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
心
肺
蘇
生
法
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

11
月
の

消
防
団
行
事
予
定

11
月
８
日（
金
）

　

高
知
県
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

　

（
高
知
県
消
防
学
校
）

11
月
９
日（
土
）～
15
日（
金
）

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に

伊
野
・
吾
北
・
本
川
の
各
方
面

隊
で
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施

11
月
９
日（
土
）

　

こ
ど
も
防
災
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
　
　

（
長
沢
小
学
校
）

11
月
10
日（
日
）

　

伊
野
方
面
隊
秋
季
消
防
演
習

（
高
知
県
消
防
学
校
）

11
月
25
日（
月
）

　

消
防
団
１
２
０
年
・
自
治
体
消

防
65
周
年
記
念
大
会

（
東
京
ド
ー
ム
）

お知らせ

秋
の
火
災
予
防
運
動

始
ま
る

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、空
気
が

非
常
に
乾
燥
し
、風
の
強
い
日
が

多
い
こ
と
か
ら
火
災
が
発
生
し
や

す
く
、ま
た
、い
っ
た
ん
火
災
が
発

生
す
る
と
急
速
に
延
焼
拡
大
し
、

大
規
模
火
災
に
な
る
危
険
性
が
高

く
な
り
ま
す
。毎
年
こ
の
時
期
に

改
め
て
、住
民
の
皆
さ
ん
に「
火
の

用
心
」に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、火
災
予
防
思
想
の
普
及

並
び
に
啓
発
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
、11
月
９
日（
土
）を「
一
一
九
番

の
日
」と
定
め
、11
月
15
日（
金
）ま

で
の
一
週
間
、『
消
す
ま
で
は　

心

の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』の
防
火

標
語
の
も
と
全
国
一
斉
に
秋
季
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

仁
淀
消
防
署
管
内
で
は
、１
月

か
ら
８
月
ま
で
の
間
に
、建
物
火
災

４
件
、車
両
火
災
２
件
、林
野
火
災

１
件
、そ
の
他
火
災
４
件
と
合
計

11
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

－

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

－

【
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い
。

　

毎
年
た
ば
こ
は
出
火
原
因
の
上

位
を
占
め
て
い
ま
す
。
た
ば
こ

の
投
げ
捨
て
、
消
し
忘
れ
、
寝

た
ば
こ
な
ど
は
、
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

　

寒
さ
と
と
も
に
ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
暖
房
器
具
を
使
い
始
め
ま
す

が
、
使
用
前
に
は
必
ず
点
検
整

備
を
行
い
正
し
い
使
い
方
で
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
温
度
は
１
８

０
度
、
こ
の
温
度
に
達
す
る
時

間
は
約
５
分
、
天
ぷ
ら
油
が
自

然
発
火
す
る
温
度
は
約
３
６
０

度
、
そ
の
温
度
に
達
す
る
時
間

が
約
15
分
～
20
分
。
コ
ン
ロ
使

用
中
に
そ
の
場
を
離
れ
る
場
合

は
必
ず
火
を
消
し
て
か
ら
離
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
４
つ
の
対
策
】　

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
防
災
（
火
災
）
警
報
器
を

設
置
す
る
。

　

火
災
予
防
条
例
に
よ
り
平
成
23

年
６
月
１
日
か
ら
す
べ
て
の
住

宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

②
寝
具
や
衣
類
に
防
炎
製
品
を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の

延
焼
拡
大
を
防
ぐ
。
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催
　
　
し

講
座・教
室

お
知
ら
せ

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

　

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
安

全
暖
房
器
具･
調
理
器
具
や
、

燃
え
に
く
い
カ
ー
テ
ン
な
ど
の

防
炎
物
品
及
び
寝
具
な
ど
の
防

炎
製
品
の
使
用
も
有
効
で
す
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

放
火
を
除
く
、
建
物
火
災
に
よ

る
死
者
の
大
半
が
高
齢
者
、
乳

幼
児
な
ど
で
占
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
お
年
寄
り
や
子
ど
も
た
ち

の
よ
う
な
災
害
弱
者
は
、
１
階

の
す
ぐ
戸
外
に
避
難
で
き
る
場

所
に
寝
室
を
と
り
、
整
理
整
頓

に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

火
事
・
救
急
は 　

１
１
９
番

　

火
災
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は

 

８
９
３

－

３
８
０
０

　

仁
淀
消
防
組
合
消
防
署

 

８
９
３

－

３
２
２
１

　

吾
北
分
署 

８
６
７

－
２
８
１
２

　

日
高
分
署　
　
　

 

０
８
８
９

－
２
４

－

５
４
１
１

※
普
通
救
命
講
習　

　

受
講
者
随
時
受
付
中

　

（
毎
月
第
２
日
曜
日
実
施
）

お知らせ
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法

及
び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や

厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課

税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成
25
年
１
月
か
ら
12
月
中
に
納
め

た
保
険
料
全
額
で
す
。
（
過
去
の

年
度
分
や
追
納
保
険
料
な
ど
も
含

み
ま
す
。）

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け

で
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
（
大

学
生
の
お
子
さ
ん
）
の
負
担
す
べ

き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て

い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ

せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、平
成
25
年
中
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、社

会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う

と
き
に
、領
収
証
書
な
ど
保
険
料

を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。                        

　

こ
の
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
日
本
年

金
機
構
本
部
か
ら
『
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
』
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年

金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の

事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強

い
味
方
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
保

険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
き

ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

 

８
９
３

－

１
１
１
７

お知らせ

粗
大
ご
み
の

収
集
に
つ
い
て

　

11
月
は
伊
野
地
区
の
粗
大
ご
み

収
集
月
で
す
。
各
戸
に
配
布
し
て

い
る
、
平
成
25
年
度
ご
み
収
集
日

程
表
で
収
集
日
を
確
認
の
上
、
収

集
日
当
日
の
８
時
ま
で
に
地
区
の

指
定
す
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
吾
北
地
区
は
12
月
１
日（
日
）を

予
定
し
て
い
ま
す
。

※
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
大
き

さ
の
ご
み
を
粗
大
ご
み
と
し
て

収
集
し
ま
す
。指
定
ご
み
袋
に
入

る
大
き
さ
の
ご
み
は
必
ず
分
別

し
て
、可
燃
、不
燃
、資
源
の
各
指

定
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

 

８
９
３

－

１
１
６
０

お知らせ

犬
の
不
妊
又
は
去
勢
手
術

事
業
補
助
金
の
ご
案
内

　

不
妊
又
は
去
勢
手
術
を
希
望
す

る
犬
の
飼
い
主
に
対
し
て
、
予
算

の
範
囲
内
で
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
補
助
を
希
望
さ
れ

る
飼
い
主
の
方
は
必
ず
手
術
実
施

前
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
手

術
後
に
申
請
を
さ
れ
て
も
補
助
金

は
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
要
件
及
び
補
助
金

額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
飼
い
主
の
方
が
町
内
に
住
民
登

録
を
し
て
い
る
こ
と

◇
犬
の
登
録
が
済
ん
で
お
り
、
平

成
25
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
接
種
し
て
い
る
こ
と

◇
補
助
金
は
オ
ス
、
メ
ス
に
か
か

わ
ら
ず
一
律
５
，
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

環
境
課

 

８
９
３

－

１
１
６
０

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

 

８
６
７

－

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

 

８
６
９

－

２
１
１
４

お知らせ

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　

最
近
、
犬
の
飼
い
方
に
関
す
る

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【収集する主な品目】 

①家具類 タンス、机、いす、ベッド、じゅうたん
など

②家電製品
掃除機、電子レンジ、こたつ、ファン
ヒーター（灯油を取り除いたもの）、
ミシンなど※指定ごみ袋に入るもの
は、不燃ごみとして出してください。

③その他
自転車、ストーブ（灯油・乾電池を取
り除いたもの）、50cc以下のバイク、
ベビーカー、布団、網戸、物干し竿、
厚手の木など

【収集できない品目】
①家電リサイクル法
　に基づく家電４品目

テレビ（うす型を含む。）、エアコン、冷蔵庫・
冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機

②パーソナル
　コンピュータ

デスクトップパソコン本体、ノートパソコン、
ディスプレイ、ディスプレイ一体型パソコン

③事業活動に伴うもの 産業廃棄物（建築廃材など）、事業所から出
る一般廃棄物

④危険物 消火器、バッテリー、ガスボンベなど

⑤処理困難物 農機具、50cc超のバイク、中身の入った塗料・
オイル缶、ブロック、土、砂など

⑥引越しや家の取り壊しなどで出る多量のごみ
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愛
ら
し
い
ペ
ッ
ト
で
も
、し
つ
け

や
飼
い
主
の
方
の
マ
ナ
ー
の
た
め

に
、近
所
迷
惑
や
地
域
社
会
に
お

い
て
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。飼
い
主
の
皆
さ
ん
の
心

が
け
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
散
歩
を
さ
せ
る
と
き
は
必
ず

リ
ー
ド
を
着
け
ま
し
ょ
う
。

　

高
知
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
に
よ
り
、
犬
を
散

歩
さ
せ
る
と
き
は
リ
ー
ド
な
ど
で

つ
な
ぐ
こ
と
が
、
飼
い
主
の
方
に

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

思
わ
ぬ
事
故
に
な
ら
な
い
よ
う
、

犬
を
制
御
で
き
る
状
態
で
散
歩
を

さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
飼
い
犬
の
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て
最
後
ま

で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

環
境
課　

 

８
９
３

－

１
１
６
０

お知らせ

戦
没
者
の
妻
及
び

父
母
な
ど
の
皆
さ
ん
へ

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
戦
没
者

の
妻
及
び
父
母
な
ど
の
方
に
特
別

給
付
金
が
継
続
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
戦
没
者
の
妻
の
方

　

平
成
25
年
４
月
１
日
に
お
い
て

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を

受
け
る
権
利
を
有
す
る
戦
没
者
の

妻
の
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要

件
を
満
た
す
方

・
第
22
回
特
別
給
付
金「
い
号
」国

債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
の
妻

・
昭
和
38
年
４
月
１
日
か
ら
引
き

続
き
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

な
ど
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る

戦
没
者
の
妻

　

（
額
面
２
０
０
万
円
、
10
年
償

還
の
記
名
国
債
）

▼
戦
没
者
の
父
母
な
ど
の
方

　

平
成
25
年
４
月
１
日
に
お
い
て

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を

受
け
る
権
利
又
は
受
け
る
資
格
を

有
し
、
か
つ
、
平
成
25
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
氏
を
同
じ
く
す
る

子
も
孫
も
有
す
る
に
至
ら
な
か
っ

た
戦
没
者
の
父
母
な
ど
の
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す

方・
第
24
回
特
別
給
付
金「
い
号
」国

債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
の
父

母
な
ど

・
昭
和
42
年
４
月
１
日
か
ら
引
き

続
き
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

な
ど
を
受
け
る
権
利
又
は
資
格

を
有
す
る
戦
没
者
の
父
母
な
ど

で
、
か
つ
、
戦
没
者
が
死
亡
し

た
当
時
、
戦
没
者
以
外
に
子
も

孫
も
な
く
、
そ
の
後
、
子
も
孫

も
有
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
方

　

（
額
面
１
０
０
万
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債
）

▼
請
求
期
限

　

平
成
28
年
６
月
13
日

■
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

 

８
９
３

－
３
８
１
０

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

 

８
６
７

－
２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

 

８
６
９

－

２
１
１
４

お知らせ

障
害
者
相
談
員
に
つ
い
て

　

町
が
委
嘱
し
た
相
談
員
が
、
自

ら
の
経
験
を
い
か
し
て
障
害
の
あ

る
人
や
そ
の
家
族
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

氏　名 住　　所 電話番号
身体障害者相談員
片岡 卓宏 いの町4207  892－0008
中内 正育 　〃　枝川182－１  893－4475
深見 三男 　〃　415－3  893－3669
隅田 清明 　〃　上八川甲1819－1  867－2567
知的障害者相談員
上田 玲子 いの町西町115  892－3540
精神障害者相談員
筒井 周子 いの町旭町85  892－3177

お知らせ

暴
力
は
人
権
侵
害
で
す

　

11
月
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る

暴
力
撤
廃
国
際
日
」
で
す
。
暴
力

は
、
男
女
を
問
わ
ず
、
い
か
な
る

場
合
も
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

万
が
一
、
あ
な
た
が
、
配
偶
者

な
ど
か
ら
暴
力
を
受
け
て
い
る
と

き
、
又
は
暴
力
を
ふ
る
っ
て
し
ま

う
自
分
を
変
え
た
い
と
き
は
、
一

人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

相談先 女性相談支援センター
［配偶者暴力相談支援センター］

こうち男女共同参画
センター「ソーレ」 警　察 役場窓口

対象者 女性
ＤＶ被害者である男性

女性
男性 暴力被害者 町民

電話番号  833－0783
・女性向け

 873－9555
・男性向け

 873－9100

・警察本部の総合相談係
（＃9110又は

 823－9110）
・最寄りの警察署の
   生活安全担当課

 893－3811
ほけん福祉課

（すこやかセン
ター伊野内）

相談時間
など

月～金曜日
9：00～22：00

土・日・祝日
9：00～20：00

（年末年始を除く。）

・女性向け
9：00～17：00

・男性向け（予約制）
  第1、3火曜日

18：00～20：00
（第2水曜日・祝日・年末年始を除く。）

夜間・休日は、当
直員対応

緊急の場合は、
110番へ

月～金曜日
8：30～17：15

（土・日・祝日・
年末年始を除く。）

◆	人権擁護委員無料相談のご案内	◆

地区 今月の
相談日 相談時間 開　催　場　所

伊野 11月20日㈬ 13：30～16：30 あったかふれあいセンター
（すこやかセンター伊野内）

本川 11月21日㈭ 13：00～16：00 本川保健福祉センター

◆	法務局相談窓口・問い合わせ	◆
（祝日を除く月～金曜日　受付 8：30～17：00）
高知地方法務局いの支局（いの町1290－4）  893－0343

◆	人	権	擁	護	委	員	の	連	絡	先	◆
氏　名 住　　所 電話番号

杉本　寛子  いの町6466－5  892－2513
尾﨑　正敏  　〃　神谷817  893－5452
藤木　栄子  　〃　天王南9丁目12－2  891－6684
伊藤　義孝  　〃　枝川5  892－2408
髙瀨　科子  　〃　波川610－3  892－3635
曽我　定子  　〃　下八川丙644－1  867－3224
山本　周児  　〃　戸中81－5  873－5422
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広報いの　11月号

ニ
ュ
ー
ス

催
　
　
し

お
知
ら
せ

講
座・教
室

募
　
　
集

募　集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【町営住宅の概要】      
団　地　名 住所 構造 間取り 募集戸数 建設年度

① リバーサイド津賀才（特定） 小川東津賀才
　　　  238番地1

鉄筋5階建て
（募集住戸は3階） 3LDK １戸 平成９年度

② HOPE－100（特定） 下八川丙100番地 木造2階建て 3LDK ２戸 平成５年度
③ 戸中荘 戸中100-7 木造2階建て 3DK １戸 昭和61年度

④ 立橋荘 長沢254-32 鉄筋3階建て
（募集住戸は2階） 3LDK １戸 平成５年度

⑤ 脇ノ山荘 脇ノ山105番地 木造2階建て 3DK １戸 昭和60年度
⑥ 高薮荘 高薮224番地2 木造2階建て 3DK ２戸 昭和57年度

※①及び②は特定優良賃貸住宅であり、一定以上の所得があることが入居条件となります。

▼
入
居
資
格

　

現
在
、
地
方
税
な
ど
を
滞
納
し

て
い
な
い
方
で
、
申
込
時
に
配
布

す
る
手
引
き
な
ど
の
入
居
資
格
に

該
当
す
る
方

▼
申
込
書
配
布
及
び
受
付
期
間

　

現
在
随
時
配
布
及
び
受
付
し
て

い
ま
す
。（
土
、日
、祝
日
を
除
く
。）

　

受
付
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

 

８
９
３

－

１
１
１
３

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

 
８
６
７

－

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

 

８
６
９

－

２
１
１
２

募　集
平
成
25
年
度
い
の
町
体
育
会
長
杯

ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

出
場
チ
ー
ム
募
集

▼
日
時

　

11
月
17
日
（
日
）

　

開
会
式　

9
時
～

▼
場
所

　

県
立
青
少
年
体
育
館

（
八
田
１
７
６
７
）

▼
参
加
資
格

　

町
内
在
住
者
、
町
内
で
勤
務
さ

れ
て
い
る
方
、
町
内
チ
ー
ム
在
籍

者
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
、
招
待

チ
ー
ム
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

チ
ー
ム

　

（
い
ず
れ
も
チ
ー
ム
全
員
が
18

歳
以
上
と
す
る
。）

▼
参
加
料

　

１
チ
ー
ム　

６
０
０
円

　

（
大
会
当
日
、
受
付
に
て
徴
収

し
ま
す
。）

▼
部
門

　

女
性
の
部
、
混
合
の
部
（
青
年
、

壮
年
）

▼
参
加
申
込

①
申
込
期
限

　

11
月
8
日
（
金
）
17
時
ま
で

②
申
込
先

　

社
会
教
育
課　

　

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
９
時

～
17
時
ま
で
）

 

８
９
３

－

２
０
１
２

■
問
い
合
わ
せ

　

い
の
町
体
育
会
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部　

代
表　

池
畠

 

８
９
３

－

０
１
７
９

講座・教室

健
康
い
き
い
き
公
開
講
座

の
お
知
ら
せ

　

今
回
は
、
肥
満
（
脂
肪
）
を

テ
ー
マ
に
次
の
日
程
で
い
き
い
き

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
特
に

内
臓
に
脂
肪
が
蓄
積
し
た
状
態
は
、

様
々
な
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ

す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

動
脈
硬
化
の
最
大
の
リ
ス
ク
で
す
。

　

内
臓
脂
肪
は
、
生
活
習
慣
を
少

し
改
善
す
る
だ
け
で
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

生
活
習
慣
に
対
す
る
正
し
い
知
識

に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

　

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　

８
時
30
分
～
13
時
30
分

▼
場
所　

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野　

　

食
生
活
改
善
室

▼
内
容
／
講
師

１
．
腹
囲
、
血
糖
、
血
圧
測
定

２
．
脂
質
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て

　
　

健
診
部
長　

小
原　

秀
一

３
．
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
っ
て
？

　
　

管
理
栄
養
士　

新
谷　

美
智

　
　

（
昼
食
に
は
低
脂
肪
料
理
を

食
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

４
．
簡
単
！
筋
肉
運
動
で
メ
タ
ボ

を
解
消

　
　

理
学
療
法
士　

藤
本　

雄
治

▼
参
加
料

　

５
０
０
円
（
材
料
費
代
）

▼
主
催

　

仁
淀
病
院
健
康
い
き
い
き
教
室

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

仁
淀
病
院 

８
９
３

－

１
５
５
１

講座・教室

ト
ク
４
の
会（
骨
コ
ツ
編
）

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

「
40
歳
を
過
ぎ
る
と
徐
々
に

骨
が
弱
く
な
る
」

　

こ
れ
は
本
当
で
す
。
自
分
の
カ

ラ
ダ
を
知
る
こ
と
は
、
よ
り
健
康

的
な
生
活
を
手
に
入
れ
る
第
一

歩
！
自
分
の
骨
を
知
っ
て
、
カ
ラ

ダ
に
い
い
こ
と
始
め
ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
日　

12
月
５
日
（
木
）

▼
集
合
時
間　

①
10
時

　
　
　
　
　
　

②
10
時
30
分

　
　
　
　
　
　

③
11
時

▼
場
所　

暮
ら
し
の
か
け
橋 

交
流

館
な
な
い
ろ

▼
定
員　

各
時
間
先
着
10
名

▼
内
容

　

簡
単
な
「
骨
密
度
測
定
」
と

「
骨
に
効
く
話
」

※
使
用
す
る
骨
密
度
測
定
器
機
は

簡
易
な
も
の
で
、
医
療
機
関
の

器
機
と
は
異
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

 

８
９
３

－

３
８
１
１
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ニ
ュ
ー
ス

募
　
　
集

お
知
ら
せ

催
　
　
し

講
座・教
室

　

講座・教室

脳
の
健
康
度
テ
ス
ト（
フ
ァ
イ

ブ
コ
グ
検
査
）を
実
施
し
ま
す

～
脳
の
状
態
を
知
り
、

認
知
症
予
防
に
取
り
組
む
～

　

認
知
症
は
脳
の
知
的
機
能
が
低

下
し
、
日
常
生
活
に
お
い
て
様
々

な
支
障
が
出
て
く
る
状
態
で
す
。

認
知
症
の
発
症
や
進
行
は
、
生
活

習
慣
と
大
き
く
関
係
し
て
お
り
、

早
期
に
自
分
の
状
態
を
知
り
予
防

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

フ
ァ
イ
ブ
コ
グ
検
査
で
今
の
自
分

の
脳
の
状
態
を
知
り
、
認
知
症
予

防
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

※
フ
ァ
イ
ブ
コ
グ
検
査
は
認
知
症

か
ど
う
か
を
測
る
検
査
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
脳
の
機
能
が
低
下
し
て

い
る
部
分
を
知
る
こ
と
で
、
今
後

の
生
活
の
中
で
そ
の
部
分
を
意
識

し
て
鍛
え
て
も
ら
い
、
認
知
症
予

防
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
検
査
時
間
は
45
分
程

度
で
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
な
が
ら

検
査
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者　
　
　
　

　

65
歳
～
79
歳
ま
で
の
介
護
保
険

の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
、
認
知
症
の
診
断
を

受
け
て
い
な
い
方
で
、
原
則
と
し

て
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
方

▼
場
所　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊

野　

大
会
議
室

▼
日
時
及
び
内
容

【
１
回
目
】

　

12
月
４
日
（
水
）

　
　

13
時
30
分
～
14
時
45
分

◇
フ
ァ
イ
ブ
コ
グ
検
査
の
実
施

【
２
回
目
】

　

12
月
11
日
（
水
）

　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◇
「
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
」
の

講
話

　

仁
淀
病
院　

宮
野
伊
知
郎 

医
師

◇
フ
ァ
イ
ブ
コ
グ
検
査
結
果
返
し

◇
認
知
症
予
防
活
動
に
つ
い
て

▼
持
ち
物　

眼
鏡
（
必
要
な
方
）

▼
定
員　

40
名

　
　
　
　

（
先
着
順　

予
約
制
）

▼
参
加
料　

無
料　

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

11
月
11
日
（
月
）

　

９
時
か
ら
受
付
開
始

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

 

８
９
３

－

０
２
３
１

講座・教室

伊
野
地
区
の
郷
土
料
理

教
室
参
加
者
募
集

　

地
産
地
消
の
取
組
と
し
て
、
伊

野
地
区
の
郷
土
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
伊
野
地
区
生
活
改
善
グ

ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

と
い
っ
し
ょ
に
、
郷
土
料
理
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

12
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　

10
時
～
13
時

▼
場
所

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野

　

栄
養
実
習
室

▼
内
容

　

伊
野
地
区
郷
土
料
理
の
お
話
と

調
理
実
習
（
赤
飯
、
生
姜
の
か
き

揚
げ
、
里
芋
の
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
）

▼
対
象
人
数　

20
名

▼
主
催

　

伊
野
地
区
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会

▼
持
参
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具

▼
参
加
料　
　

３
０
０
円

▼
申
込
締
切　

　

11
月
25
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

浜
田　

吉
子

 

８
９
２

－

１
６
４
８

　

大
原
美
智
子

 
８
９
７

－

０
１
２
７

催　し

第
44
回
難
病
医
療
・

福
祉
相
談
会
in
佐
川

▼
日
時　

11
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

（
受
付
12
時
30
分
～
14
時
）

▼
場
所　

佐
川
町
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
か
わ
せ
み　

（
高
岡
郡
佐
川
町
乙
２
３
１
０
）

▼
内
容　

　

医
療
相
談
・
栄
養
相
談
・
口
腔

相
談
・
就
労
相
談
・
保
健
福
祉
相

談
・
ル
ミ
エ
ー
ル
サ
ロ
ン
に
よ
る

目
の
見
え
に
く
い
人
の
便
利
物
品

の
展
示
と
説
明

◇
担
当
専
門
医

神
経
内
科　

中
澤　

宏
之　

医
師

（
南
国
病
院
）

整
形
外
科　

石
田　

健
司　

医
師

（
高
知
大
学
医
学
部
付
属
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
）

消
化
器
科　

一
森　

俊
樹　

医
師

（
須
崎
く
ろ
し
お
病
院
）

眼
科　
　
　

橋
田　

正
継　

医
師

（
町
田
病
院
）

※
リ
ウ
マ
チ
、
重
症
筋
無
力
症
、

オ
ス
ト
ミ
ー
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
・
網
膜
色
素
変
性
症
・
膠
原

病
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
（
患
者
団

体
）
も
参
加
し
ま
す
。

▼
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
知
県
難

病
団
体
連
絡
協
議
会

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

11
月
8
日
（
金
）
ま
で

　

高
知
県
中
央
西
福
祉
保
健
所　

　

健
康
障
害
課

 

０
８
８
９

－

２
２

－

９
０
３
１

※
当
日
受
付
可
能
（
待
ち
時
間
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

催　し

高
知
矯
正
展

▼
日
時　

　

11
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）

　

９
時
～
16
時

※
３
日
は
15
時
ま
で

▼
場
所　

高
知
刑
務
所

（
高
知
市
布
師
田
３
６
０
４

－

１
）

※
無
料
駐
車
場
完
備

▼
内
容　

　

施
設
見
学
会
、
性
格
検
査
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
刑
務
所
作
業
製
品
の

展
示
即
売
、
ち
び
っ
子
刑
務
官
写

真
撮
影
会
な
ど

※
開
催
両
日
先
着
１
０
０
名
様
に

粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
刑
務
所

 

８
６
６

－

５
３
５
１
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いの町史編さん室だより（No.15）いの町史編さん室だより（No.15）
　広報7月号に、いの町史「未来へのメッセージ」の応募用紙を挟み込んでいましたが応募いただけましたでしょ
うか？　当初は締切日を9月30日としておりましたが、より多くの皆さんにメッセージをいただきたく、締切日
を来年の平成26年1月10日（金）まで延長することにしました。ご家族、ご友人に声かけをしていただき、ふるっ
て応募ください。寄せられたメッセージはお名前と共に半永久的に町史に残ります。また投函箱は、本庁（1階ロ
ビー）・枝川出張所・八田出張所・吾北総合支所・本川総合支所・すこやかセンター伊野・吾北中央公民館・本川プ
ラチナ交流センター・天王コミュニティーセンターの他、新たに、いの町立図書館・いの町観光協会・ぐりぐらひ
ろばに設置しています。なお応募用紙が必要な方は社会教育課（ ８９３－２０１２）までご連絡ください。

大変おどろいた発見 編さん委員　山岡　遵　「高知県のサワガニ色別分布調査」

　サワガニにとりつかれて３年の歳月が過ぎました。平成23年７月２日から開始したサワガニ色別調査は、８月18日で終了しま
した。その間、平成24年は調査を休んでいたので、実質２年間に及ぶ調査期間でした。
　調査河川は、１級河川が４か所（仁淀川・吉野川・四万十川・物部川）、２級河川が10か所（奈半利川・国分川・鏡川・安田
川・安芸川・伊尾木川・新荘川・松田川・下ノ加江川・野根川）の計14か所です。
　調査地点181か所で、全体の採集個体数は2,386匹（雄1,309匹、雌1,077匹）です。色別では、青系統（ＢＬ）が714匹、赤系統
（ＲＥ）が763匹、暗色（茶・紫）系統（ＤＡ）が909匹でした。
　仁淀川の最大支流の上八川川は、打

うつ

木
ぎ

は赤色のサワガニばかりで、国道439号の小
こ

申
さる

田
だ

・古
ふる

江
え

では赤、茶、青色のサワガニ
がおり、枝川川の程

ほど

野
の

は茶、青色のサワガニと、下流から上流にかけて赤、茶、青色のサワガニがいるカラフルな河川でした。
「どうして、いろんな色のサワガニがいるのだろう、色の違いは何が原因だろうか」と調査当初からこの疑問はついてまわりま
した。
　仁淀川の調査段階で、ほぼ国道439号を境に北の三波川帯に青色のサワガニが、また吉野川（三波川帯）上流部の本川・大
森川にも青色のサワガニがいたことから、「青と赤色の生息地は地質に関係があるのでは」と思い、続いて吉野川流域を調査
しました。その結果、ほとんどが青色のサワガニで、赤色のサワガニは見つかりませんでした。この時点で、色の違いは地質によ
るものだと確信を持ちました。
　仁淀川、吉野川を調査したのだから、四万十川も調査することにしました。四万十川は四万十帯を流れています。思ったとお
り四万十川は、赤系統のサワガニが主流で、２か所だけで青色のサワガニを見るにとどまりました。こうして、３河川の調査で、
青色のサワガニは三波川帯に、赤色のサワガニは秩父帯と四万十帯に生息していると判断しました。
　色の違いは水温、エサによるのではないかと一般的に言われていますが、私は地質に起因しているのではと思うようになり
ました。
　平成24年11月に、３河川（仁淀川・吉野川・四万十川）の調査報告会を行った際に、高知大学農学部の関伸吾教授から、大昔
徳島の川と物部川はつながっていたと聞きました。
　それならということで、３月から物部川に調査に入りました。物部川は秩父帯と四万十帯を流れているので、仁淀川同様に赤
系統のサワガニが生息していると思っていましたが、驚きました。私の予想ははずれ、青系統のサワガニが生息しており、吉野
川と生息状況が似ていました。それでもまだ納得できず奈半利川を調査しました。物部川同様の青系統がいました。安田川，
安芸川、伊尾木川、野根川も同様でした。これにより、地質帯で生息が異なると思っていた私の考えは崩れました。
　それでは、青と赤色のサワガニの東西の境はどこでしょうか。物部
川の西隣の国分川を調査しました。下流部は赤色のサワガニですが、
上流部の新改には青色のサワガニがいました。鏡川も下流部は赤です
が、工石では青色のサワガニが見つかりました。仁淀川、鏡川、国分川
は、下流に赤色のサワガニが、上流に青色のサワガニがいることが分か
りました。
　東部の河川は青系統だと分かりましたが、西部の河川はどうなって
いるのか。新荘川、松田川、下ノ加江川と調査すると、赤色のサワガニ
と茶系のサワガニで、青色のサワガニは見つかりませんでした。
　このことから、青色のサワガニは、物部川より東と、ほぼ国道439号
から北に生息し、それ以外の場所では、赤色のサワガニが生息してい
ることが分かりました。茶色のサワガニはその両方に生息していました。

問い合わせ・連絡先 社会教育課　町史編さん室（内線31）
 893－ 2012	　		  893－ 2013

中央構造線

御荷鉾構造線

仏像構造線

四万十帯

秩父帯

三波川帯
領家帯

四万十川

仁淀川

物部川

吉野川

いろんな情報
をお待ちして
います。
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南っ子ミュニティでは学校と連携して「避難経路」を作り、「伊野南花公園」を整備。あるときは地域の
皆さんが学校を、あるときは学校が地域を応援し合いながら、学校を核としての活動を推進しています。
地域、学校がWIN＆WINの楽しい活気のある町づくりを目指しています。

伊野南小学校を核とした地域コミュニティ作りを目指して�
◎奥田川親水公園
　代表委員会との抱き合わせ作業で、6 年生が果樹園の除草作業をしました。夏休
み中の愛校作業後、半月程で背の高さほどまで伸びた草を大人が草刈り機で刈っ
た後、熊手でかき集め、手押し一輪車を使い運び出しました。運動会前の暑い日
でしたが、一生懸命作業してくれたおかげで、あっという間にきれいになりました。
　また、9 月から奥田川親水公園にて月に 2 回（第 2・4 日曜日）7 時から草取り
作業をしています。（今月 24 日でいったんお休みします。）
　作業だけが目的でなく、身近な植物とのふれあいや地域の皆さんの交流の場に
していただけたらと思いますので、是非近くを通られる際には様子をご覧くださ
い。
◎「放課後体験教室」
　伊野南小学校の空き教室では、地域の活性化を目指し、放課後などに地域の方
と子どもたち、そして異年齢の子どもたち同士との交流の場として「放課後体験教室」を開設しています。講
師の方々も、町内の方ばかりです。子どもたちと地域の方々との触れ合いもとても微笑ましいです。参加者も徐々
に増えつつありますが、大人の方の参加が少ないので、是非一度ご参加ください。見学も大歓迎です。
※最新の情報は伊野南小学校のＨＰでご確認ください。

●11月の体験教室（予定）　　　参加費　無料　（フラワーアレンジメントは要材料費）
月／日 曜日 時　　間 教　　　室 講　師 場　　所

１１月１０日 日 9：30 ～ 12：00 フラワーアレンジメント 岡本雅子 中舎・家庭科室
１１月１１日 月 15：30 ～ 16：30 三味線 田村花枝 中舎・和室
１１月２０日 水 15：00 ～ 16：30 折り紙 吉良　文 北舎・図工室
１１月２０日 水 15：00 ～ 16：15 ヨガ 味元季代恵 北舎コミュニティＲ

■ 問い合わせ　伊野南小学校　  892－1121　担当　大嶋、大西

い
の
町
上
水
道

水
質
検
査
結
果

平成25年9月分

※いの町公式ホー
ムページにも掲
載しています。

南上水水系
・

公園町水系

鎌田水系

単位 基　準　値 伊野南 伊野

法
令
9
項
目

一般細菌 /mL 100以下 0 1
大腸菌 － 検出されないこと 検出せず 検出せず

塩化物イオン mg/L 200以下 3.6 2.5
有機物 mg/L 3以下 0.3未満 0.3未満
ＰＨ値 － 5.8以上8.6以下 7.0 7.4

味 － 異常でないこと 異常なし 異常なし
臭　　気 － 異常でないこと 異常なし 異常なし
色　　度 度 5以下 1未満 1未満
濁　　度 度 2以下 0.1未満 0.1未満

単位 基準値 池ﾉ内地区 天神地区 枝川地区

法
令
9
項
目

一般細菌 /mL 100以下 0 0 0
大腸菌 － 検出されないこと 検出せず 検出せず 検出せず

塩化物イオン mg/L 200以下 3.0 2.8 2.7 
有機物 mg/L 3以下 0.3未満 0.3未満 0.3未満
ＰＨ値 － 5.8以上8.6以下 7.1 7.1 7.1

味 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
臭　　気 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
色　　度 度 5以下 1未満 1未満 1未満
濁　　度 度 2以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満

法
令
外

鉛、化合物 mg/L 0.01以下 0.002 0.001未満 0.001未満
鉄、化合物 mg/L 0.3以下 0.03未満 0.03未満 0.03未満
マンガン mg/L 0.05以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満
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ＣＯＰＤとはどんな病気？
　ＣＯＰＤとは、タバコ煙を主とする有害物質を長期に吸い込むことによって、空気の通り道である気道や、酸素
の交換を行う肺胞などに障害が生じる病気です。その結果、空気の出し入れがうまくいかなくなることによって、
通常の呼吸ができなくなり、息切れが起こります。長期間の喫煙が主な原因であることから、ＣＯＰＤは肺の生活
習慣病といわれています。

ＣＯＰＤの最大の原因は喫煙です
　肺に炎症が起こりＣＯＰＤが発症する主な原因として、空気中の有害物質（大気汚染）、遺伝的要因などがあげ
られます。中でも最も重要な危険因子は喫煙で、原因の８０～９０％を占めるといわれています。

40歳以上の日本人の8.6％はＣＯＰＤ
　２０００年に国内で行われた調査では、４０歳以上の男女のうち、８.６％の人がＣＯＰＤの疑いがあることが分
かりました。年齢別にみると、７０歳以上の高齢者が最も多いことが分かりました。我が国では、ＣＯＰＤは現在
死因の第９位ですが、死亡数は増加傾向にあり、将来はさらに死因の上位に位置するものと予想されています。

こんな症状があったらＣＯＰＤかもしれません
　・咳や痰が多く、長時間続く ・坂道や階段を昇ると息苦しい
　・同年齢の人の歩くスピードに付いて行けない ・息を吐く時に、無意識に口をすぼめている

ＣＯＰＤの診断と呼吸機能検査
　ＣＯＰＤは喫煙歴や症状によってある程度診断することができますが、胸部Ｘ線検査やＣＴ画像により肺の構
造変化を評価し、さらに呼吸機能検査により気道閉塞の有無を確認することで診断が下されます。呼吸機能検査
とは、肺活量や１秒間に吐くことができる呼気量（１秒量）などを検査する方法です。

治療の第一歩は禁煙から
　ＣＯＰＤは完全に治ることはありませんが、禁煙、食事療法、運動療法、理学療法、薬物療法などによって、病
気の進行を遅らせ、症状を軽減することができます。なかでも、禁煙と薬物療法がＣＯＰＤ治療の中心です。

　ＣＯＰＤは診断されずに、見過ごさ
れていることが多い疾患です。思い
当たることが少しでもあったら、医療
機関を受診してください。

仁淀病院からのお知らせ
肺の生活習慣病ＣＯＰＤ

（慢性閉塞性肺疾患）について
仁淀病院　内科医長　竹原　紀秀

　10 月１日、眼科医長に佐
さ

倉
くら

志
ゆきひろ

洋医師が
就任し、常勤医として毎日診療を行って
います。

新 医任 師 紹の 介

「広報いの」に掲載する有料広告を募集しています。
■広告の掲載内容／社会的に信用度の高い情報であ

り、法令などに違反又はそのおそれがないもの、そ
のほか、「いの町有料広告掲載に関する要綱」によ
ります。

■申込方法／所定の申込書に広告案（紙、データ）な
どを添付し、掲載を希望する月の２か月前までにお

申し込みください。
■広告の規格／縦4.7ｃｍ×横17.3ｃｍ(1/5段)
■広告掲載料／３か月：30,000円、６か月：60,000円、
１２か月：120,000円
（掲載は、３か月・６か月・１２か月連続とする。）
■申込・問い合わせ／総務課　  893－1113
　 ：soumu@town.ino.kochi.jp

「広報いの」有料広告募集中



17
広報いの　11月号

いの警察署からのお知らせ 	いの警察署　 	893ー1234

「あっ似ている」と思ったら110番！

脇見・漫然運転していませんか？

こんなときには、お電話を！

「災害に備えよう!!」

　警察では、11月を全国一斉の「指名手配被疑者
捜査強化月間」として、逃走中の犯人の逮捕に全力
で取り組んでいます。
　犯人は、善良な市民を装い、他人の氏名などを
使ってアパートを借りたり、どこかの職場で働きな
がら、すぐそばで生活をしています。

　交番や駅などに貼られた指名手配ポスターに犯人
の顔写真を掲載していますので、
「あっ、似ている」と思ったら、相手が近くにい
るうちに110番通報するか、最寄りの交番など
の警察官にお知らせください。

　いの署管内を走る国道33号、特に枝川から波川の区間では
追突事故が多発しています。
　交通量が多く、車が渋滞しやすい道ではスピードがでないた
め、危険意識が薄れ、脇見をして前の車が停止しているのに気
付くのが遅れ、追突事故に…といったケースが多くみられます。
　前方の信号が「青」でも前車の減速・停車を予測し、車の流
れや前の車の動きをしっかり見てください。
　また、適度な車間距離を保ち、余裕を持って対応できる「構
え」を持つことが大切です。

　犯罪の被害に遭われますと、その後も事件を思い出
して怖くて不安になったり、眠れなくなるなど、心身と
もにいろいろな症状に悩まされることがあります。
被害に遭われたあなた！警察はあなたの味方です
　警察では次のような各種相談電話を設置し、それぞ
れ専門の職員が相談にお応えします。
　一人で悩まないで、まずは電話をかけてください。

平成25年8月30日から『特別警報』の運用が開始されています
○『特別警報』とは？
　気象庁はこれまで、大雨、地震、津波、高潮などにより
重大な災害の発生するおそれがあるときに、警報を発
表して警戒を呼びかけてきました。
　これに加え、今後は、この警報の発表基準をはるかに
超える豪雨や大津波などが予想され、重大な災害の危
険性が著しく高まっている場合、新たに『特別警報』を
発表し、最大限の警戒を呼びかけることになります。
○『特別警報』が発表されたら！
　◎尋常でない大雨や津波などが予想されています。

　◎重大な災害が起こる可能性が非常に高まっていま
す。

　◎ただちに身を守るために最善を尽くしてください。
○特別警報は『東日本大震災』や『伊勢湾台風』のよう
な、誰もが一度は聞いたことがある災害に匹敵する災
害が予想される場合に発表されます。
　「特別警報が発表されていないこと」は「災害が発生
しないこと」ではありません。
　普段から避難場所や避難経路を確認し、早め早めの
行動をとるように心掛けましょう。

いの町新町20－1
TEL（088）893－5161
■日帰り白内障手術
■ＯＣＴ（光干渉断層計）

院長　山　岡　昭　宏13:00
まで

相談電話 内　　　容 電話番号
警察総合
相談電話

困りごと相 談、警 察に対する意
見・要望

 823－9110
＃9110

犯罪被害者
ホットライン

犯罪被害に遭われた方の心の悩
み  871－3110

ヤングテレホン 少年の非行や問題行動に関する
相談  822－0809

サイバー犯罪
相談電話

インターネット使用による各種犯
罪の相談  875－3110

レディース
ダイヤル110番

性犯罪被害に遭われた女性の悩
み  873－0110

“自分の身は自分で守る”ために…
　日の暮れが早く、日の出も遅い季節は、
早朝や夕方、夜間の暗い時間帯における歩
行者や自転車利用者の交通事故の危険性が
高まります。
　ドライバーに早く気付いてもらうために、
反射材を身に付けたり、懐中
電灯を携行するのも効果的です。
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で
あ
る
。（
当
日
最
高
の
９
点
句
）

指
先
に
に
じ
む
入
日
よ
紙
を
漉
く島

村
か
り
ん

（
評
）町
内
で
も
最
近
は
紙
漉
で
生
計
を
立
て
る

家
が
数
戸
と
少
な
く
な
っ
た
。漉
か
れ
る
紙
は
、

ち
ぎ
り
絵
の
紙
、板
画
用
の
紙
や
襖
紙
、障
子

紙
、芸
術
用
紙
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

紙
を
漉
く
簀す

桁け
た

を
握
る
指
先
、紙し

床と

に
重
ね

る
指
先
に
折
り
か
ら
の
夕
日
が
射
し
込
ん
で
指

先
が
染
ま
り
、心
技
一
体
と
な
っ
て
紙
を
漉
く

姿
は
貴
い
も
の
で
あ
る
。

結け
っ

界か
い

を
灯
す
真
昼
の
曼
珠
沙
華

佐
　々

誠
也

（
評
）結
界
と
は
仏
道
修
行
を
す
る
た
め
に
、そ

の
場
所
を
区
切
り
、修
業
の
妨
げ
と
な
る
も
の
の

出
入
り
を
禁
ず
る
こ
と
で
あ
る
。女
人
禁
制
と

か
。そ
の
禁
制
の
土
地
に
ま
わ
り
を
照
ら
す
よ
う

に
妖よ

う
え
ん艶
な
曼
珠
沙
華
が
真
昼
に
咲
き
誇
っ
て
い

る
。結
界
と
曼
珠
沙
華
の
取
り
合
わ
せ
が
妙
。

　　二
句
抄

水
澄
み
て
何
故
か
懐
か
し
紙
の
町

オ
ガ
タ
マ
の
梢
に
舞
う
か
ア
ゲ
ハ
蝶	

鎌
倉　

隆
一

神
木
の
間
に
ま
た
甍

い
ら
か
秋
の
雨

朝
ぼ
ら
け
宵
と
変
ら
ぬ
草
雲
雀	

山
本　

正
男

秋
暑
し
掃
く
音
の
澄
む
神
の
庭

出
水
あ
と
岸
の
柳
の
鳶と

び

一
羽	

宇
賀　

佳
世

千
古
よ
り
宮
灯
消
え
ず
月
満
て
り

三
番
ホ
ー
ム
秋
乗
せ
た
汽
車
入
り
ま
す 

間　
　

浩
太

雨
一
過
神
苑
秋
を
醸か

も

し
け
り

子
等
去
り
て
仁
淀
に
秋
流
れ
け
り 

大
川　

節
弥

秋
の
風
鎮
守
の
森
を
駆
け
抜
け
る

御
詠
歌
に
心
を
託
す
秋
遍
路 

森
岡　

照
月

秋
風
を
受
け
止
め
て
い
る
阿あ

吽う
ん

の
狛い

ぬ

参
道
を
抜
け
て
新
涼
鯉
は
ね
る 

井
上　

郁
子

悔
多
く
生
き
て
悔
な
し
秋
日
和

読
み
返
す
文
字
美
し
く
秋
の
夜 

岡
本
と
も
子

句
碑
あ
り
て
先
人
偲
ぶ
秋
の
雨

鰯
雲
ラ
ン
ド
セ
ル
か
ら
手
足
伸
ぶ 
岡
村　

嘉
夫

み
や
し
ろ
の
九
月
の
雨
の
光
り
あ
ふ 
山
本　

呆
斎

秋
風
の
色
に
染
め
あ
げ
紙
の
町 
東
谷　

晴
男

神
の
木
の
走
り
根
過
ぎ
る
穴
惑

ま
ど
いい 

島
村
か
り
ん

拝
殿
の
菰こ

も

樽だ
る

揃
ふ
秋
社
日 

佐
　々

誠
也

狛こ
ま

犬い
ぬ

の
阿あ

吽う
ん

の
対た

い

峙じ

秋
暑
し

神
苑
の
落
葉
は
疎ま

ば

ら
す
で
に
秋	

友
草　

水
月

　
　

投　

句　

雑　

詠

注し

連め

縄な
わ

を
腰
に
大
樹
の
苔
の
花

寄
進
せ
る「
夫み

ょ
う
と婦
も
ち
の
木
」茂
り
初
む 

片
岡　

包
女

大
根
を
蒔
き
て
安
堵ど

の
長
電
話

爪つ
ま

立
ち
て
お
礼
選
び
し
秋
の
宮	

川
村　

博
子

城
跡
の
色
な
き
風
と
語
り
け
り

新
涼
の
牛
の
瞳
に
雲
あ
ふ
れ	

伊
藤　

萩
甫

鉄
橋
渡
る
一
両
列
車
天
高
し

清
流
に
秋
を
ち
り
ば
め
仁
淀
川	

竹
崎　

光
子

秋
の
目
に
合
は
せ
て
や
ん
ま
ホ
バ
リ
ン
グ

平
穏
を
感
謝
の
心
や
盆
の
月	

濵
田
美
智
子

　

い
の
俳
句
大
会
に
寄
せ
て　
　

友
草　

水
月

　

平
成
元
年
、元
町
長
故
井
上
長
英
氏
が
町
の

伝
統
を
い
か
し
た
町
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
肝き

も

入
り
で
俳
句
大
会
を
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
琴
平
神
社
の
境
内
に
あ
っ
た
古
い
句
碑

群
を
現
在
の
よ
う
に
整
備
し
た
の
で
す
。句
碑

は
俳
聖
と
い
わ
れ
る
松
尾
芭
蕉
の
句
碑
を
含
め

10
基
あ
り
ま
す
。

　

春
の
夜
は
桜
さ
く
ら
で
明
け
に
け
り　

芭
蕉

　

こ
れ
ら
の
句
碑
は
今
か
ら
１
６
２
年
前
の
嘉

永
５
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、い
の
町
は
土

佐
和
紙
発
祥
の
地
で
藩
政
時
代
に
は
御
用
紙

と
し
て
納
め
ら
れ
、紙
の
販
売
、原
料
の
取
り
引

き
な
ど
と
商
業
も
発
展
し
て
文
化
の
水
準
も

高
く
当
時
か
ら
俳
諧
も
盛
ん
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　

平
成
元
年
に
始
め
ら
れ
た
俳
句
大
会
は
時

を
重
ね
、今
年
で
25
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
わ

け
で
す
。

　

清
流
仁
淀
川
、伝
統
の
土
佐
和
紙
、重
要
文

化
財
で
舞
わ
れ
る
八
代
歌
舞
伎
、千
年
を
超
え

る
歴
史
を
持
つ
椙
本
神
社
な
ど
句
材
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。こ
の
自
然
や
私
た
ち
の
営
み
を

観
察
し
、そ
の
感
性
に
よ
っ
て
17
文
字
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

最
近
特
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、新
し
く

加
入
す
る
者
も
な
く
残
念
に
思
い
ま
す
。今
年

の
大
会
の
参
加
者
は
14
名
で
し
た
が
、か
つ
て

は
50
名
を
越
え
た
年
も
あ
り
隔
世
の
感
が
し

ま
す
。今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

い
の
流
水
俳
壇

次　
　

題　
「
当
季
雑
詠
」
五
句

締
め
切
り　

毎
月
五
日

投
句
先

　

社
会
教
育
課　
　
　

い
の
町
３
５
９
７

 
８
９
３

－

２
０
１
２

今
月
の
こ
ど
も
川
柳

い
の
ち
ょ
う
は
　
へ
い
わ
な
ま
ち
だ
　
き
れ
い
だ
ね

川
内
小　

１
年　

千
田　

み
な
み

（
評
）自
分
の
住
む
町
が
平
和
で
き
れ
い
と
言
え
る一年
生

が
す
て
き
。こ
の
気
持
ち
を
大
切
に
大
き
く
な
って
ほ
し
い

で
す
。

太
陽
が
　
ぎ
ら
ぎ
ら
て
ら
す
　
暑
い
夏

長
沢
小　

４
年　

川
村　

み
ず
ほ

（
評
）今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
で
す
ね
。照
り
つ
け
る
太
陽

を「
ぎ
ら
ぎ
ら
」、終
わ
り
の「
暑
い
夏
」と
も
上
手
に
詠
ん

で
、暑
さ
が
伝
って
く
る
表
現
が
よ
い
の
で
す
。

よ
く
か
ん
で
　
あ
ご
の
き
ん
に
く
　
き
た
え
る
よ

長
沢
小　

３
年　

山
中　

ゆ
う
や

友
だ
ち
が
　
と
お
く
へ
行
っ
て
も
　
友
だ
ち
だ

伊
野
小　

４
年　

中
岡　

愛
美

夏
休
み
　
い
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
　
あ
る
の
か
な

長
沢
小　

３
年　

山
﨑　

こ
う
き

パ
ソ
コ
ン
と
　
と
う
ち
ゃ
ん
ず
っ
と
　
に
ら
め
っ
こ

長
沢
小　

４
年　

増
井　

咲
良

め
だ
か
さ
ん
　
お
よ
ぐ
の
じ
ょ
う
ず
　
た
の
し
そ
う

川
内
小　

５
年　

大
久
保　

な
み

と
も
だ
ち
が
　
こ
ま
っ
て
い
た
ら
　
た
す
け
よ
う

伊
野
小　

３
年　

彼
末　

珠
実
伶

夏
が
来
て
　
セ
ミ
が
ミ
ン
ミ
ン
　
歌
い
出
す

川
内
小　

６
年　

矢
野　

花
音

ゆ
う
ひ
は
ね
　
い
つ
で
も
き
れ
い
　
す
ご
い
よ
ね

伊
野
小　

３
年　

井
上　

千
愛

※
選
評
は
、川
柳
漣
会
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

お
わ
び

　

広
報
9
月
号
に
掲
載
の
「
こ
い
の
ぼ
り　

か
っ
こ

い
い
な　

の
り
た
い
な
」
の
作
者
は
、
川
内
小　

１

年　

に
し
む
ら
り
き
え
い
く
ん
の
間
違
い
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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11 月 ・ 12 月 の 催 し 物

■販売コーナーは入館無料です。
■お得な年間観覧券があります。
　お申込日から1年間有効です。
　受付にて1,500円で販売中

○紙逢わせ（しあわせ）展パートⅡ
　１１月２日（土）～１１月２４日（日）
　書家　北古味可葉、光の切り絵

作家　酒井敦美、和紙スィーツ作
家　倉美紀が三人三様に和紙を
使って制作した作品を展示します。
●トークイベント
　日時　１１月２日（土）13：30～15：00
　三人の作家が作品、紙、仁淀ブ

ルーなどについて語り合います。
参加ご希望の方は紙の博物館ま
で電話でお申し込みください。

○第４３回土佐愛石会
　　　　　「石は地球の宝物だ」展
　11月29日（金）～12月1日（日）
　土佐愛石会会員が自然石を展示

販売します。

○山口マオ展
　１１月３０日（土）～１２月２３日（月）
　絵本「わにわに」シリーズ（福音館

書店）でお馴染みの人気イラスト
レーター山口マオさんの展覧会を
開催します。絵本の原画や、版画の
オリジナル作品など、どれも高知で
は初めてのお披露目となります。子
どもから大人まで楽しめる展覧会
です。会期中、ワークショップなどの
イベントも開催します。
●関連イベント
　１１月３０日（土）
　１２月２２日（日）調整中

○岡田育美展
　１２月４日（水）～１２月２３日（月）
　第８回高知国際版画トリエンナー

レ展で土佐和紙賞を受賞した岡
田育美さんの版画作品20数点を
展示します。
●ギャラリーガイド＆実演
　日時　１２月１５日（日）13：30～15：30
　展示作品や版画の技法について

の解説の後、数種類の土佐和紙に
版画を刷るデモンストレーションを行
います。

〔岡田　育美〕
　多摩美術大学大学院美術研究科

絵画専攻版画研究領域に在籍中
《受賞歴》
2012年
・版画フォーラム2012和紙の里ひが

しちちぶ展
　［東秩父村議会議長賞］
・第80回　日本版画協会展
　［第80回日本版画協会賞］
・第１回 FEI PRINT  AWARD 

2012
　［賞候補］
2013年
・アワガミ国際ミニプリント展2013
　［優秀賞］

作 募品 集
◇第２４回　手づくり紙芝居コンクール
募集締切　　　　　11月10日（日）
本選および表彰式 　12月１日（日）

参加料　作品１点につき
　 一般 1,000円・小学生 500円

自作自演の手づくり紙芝居コンクー
ルを開催します。子どもからお年寄り
まで楽しめる紙芝居を作ってみませ
んか。予選通過者には、本選で実演
していただきます。
詳細は土佐民話の会までお問い合
わせください。

 ８７５－７７２０

◇第７回全国土佐和紙はがき絵展
　応募締切　１２月２３日（月）
　土佐和紙を多くの人に知っていた

だき、その素晴らしさを実感してもら
おうと全国からはがき絵作品を募
集します。応募には、指定の土佐和
紙はがきをご利用ください。紙の博
物館・高新プレイガイドで販売してい
ます。５枚セット（サンプル１枚付）…
250円ドーサ引き（にじみ止め加工）
と、ドーサなしがあります。

ギャラリー・コパ
 893-1200

●開館時間　9:00～17:00

○親子三代手作り展
　11月１日（金）～11月４日（月）
　99歳になられた浜田辰位さんは、

和紙で作った創作人形を展示さ
れ、娘さんの森元礼子さんとお孫さ
んの比奈岡正子さんは古布や着物
などをリメイクした洋服や和の小物、
アクセサリーなど、約200点を展示
販売します。

○まったりと生活骨董＆古布展		16
　11月8日（金）～11月12日（火）
　日曜市でおなじみの古美術高陽堂

の展示会です。江戸～昭和の漆器、
陶磁器、古布着物や家具、戦前戦
後のレトロな生活雑貨など約500点
を展示販売します。

紙の博物館
 893-0886

●開館時間　9:00～17:00
●休 館 日　毎週月曜日
 （但し、祝日は開館し翌日休館）

高知国際版画トリエンナーレ展あれこれ
「トリエンナーレ」って、どういう意味？
　「トリエンナーレ」の語源はイタリア語で、３年ごとに開かれる展覧会のことを「トリエンナーレ」と
いいます。

「高知国際版画トリエンナーレ展」って、どんな展示会？
　３年に一度、紙の町いの町で開催される国際版画展（公募展）です。1990年に始まり、次回で９回目
となります。第１回展からプロの出展する公募展として国内外から高い評価を得ています。

第９回作品応募期間：２０１４年４月１日～４月３０日
第９回展覧会：２０１４年１０月１１日～１１月３０日

主催：土佐和紙国際化実行委員会
（事務局:いの町紙の博物館内）

おわび
広報10月号へ、9月に終了している催し物（備前焼
吉延真一　本山直義　作陶展）を掲載しました。
おわびいたします。
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　このコーナーでは、各園・学校の取組や様子をお知らせし、地域の学校としての情報発信をして
います。地域の皆さんには、様々な取組にご理解とご協力をいただいておりますが、今後とも地域
ぐるみで子どもの健全育成に関わってくださいますよう、よろしくお願いします。

　夏休みの間に、園舎の耐震・改修工事を行いました。夏休
みという短い期間での工事でしたが、工務店の方が休みな
く行ってくださり、安全で木の香りがするとても気持ちの良
い園舎で二学期のスタートができました。子どもたちも「あ
～！いいにおいがする」「かわいい幼稚園になったね」と、喜
んで幼稚園に登園しています。

　9月12日に、青木須磨子先生をお迎えして、生け花を教え
ていただきました。子どもたちは、大小のカーネーションを
合わせ「くまさんにみえる」「いぬや」などと言いながら、目
と鼻になるボタンを差し込んで顔を作りました。菊やキキョ
ウ、オミナエシなどの花や葉をオアシスに自分なりに考えな
がら挿し、個性あるとても素敵なものができました。オアシ
スを入れる箱も子どもたちが作り、フラワーアレンジした花
かごは、祖父母参観日に来てくださったおじいちゃん、おば
あちゃんに「ありがとう いつまでも元気でいてね」とプレ
ゼントをしました。

　9月13日は、祖父母参観日を行いました。当日
は、たくさんのおじいちゃん、おばあちゃんが来
てくださいました。作ったり触れ合ったりして遊
ぶコーナーを設け、一緒にいろいろな遊びを楽し
みました。そして、全園児がプレイルームに集ま
り、おじいちゃん、おばあちゃんに歌のプレゼント
をしました。その後、菊由瀬育子先生とお弟子さ
ん6人をお迎えし、琴の音を楽しみました。琴の音
に合わせてさくら、十五夜などの四季の日本古謡、
ふるさと、とんぼのめがね、アンパンマンのマーチ
の歌を口ずさみ楽しいひと時を過ごしました。

枝 川 幼 稚
園舎が安全・きれいになりました!!

年長組さんが、フラワーアレンジを楽しみました!!

おじいちゃん、おばあちゃんが幼稚園に来てくれました

園
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吾 北 小 学 校

　学校教育目標「みんななかよし　吾北の子」を合い言葉に、全校児童８５名で楽しい学校づくりを目指し
ています。
　また、研究テーマ「自ら考え、豊かに表現できる子どもの育成～言語力を高める授業づくり～」を具現化
するために全校で取り組んでいます。授業の中ではもちろん話す・聞く・考える場を設定して学習しています
が、全校やブロックでも取り組んでいます。水曜日の朝、８時20分から８時35分の短い時間ですが全校やブ
ロックで集まり発表集会をしています。委員会や学年が、全校の友だちの前で発表したり、発表に対して感
想や意見を交流したりすることで、話す力・聞く力・考える力を育成したいと考えています。特に、学年や委
員会の発表、日記集会は、「今日はどんな発表だろう」と楽しみにしています。
　児童計画委員会の司会で、音読や暗唱、リコーダーの演奏など学年の発表や、各委員会がクイズやプレ
ゼンテーションなど工夫した委員会紹介を行います。また、日記集会は、低・中・高学年の３ブロックに分か
れ、友だちの日記を聞いて、書き方や生活の仕方や考え方のよいところを学びあっています。読みあった日
記は、交流した意見も添えて「読んで読んでコーナー」として校内に掲示し、全校児童がいつでも読めるよう
にしています。

　さらに多くの方の前で発表することで、より確かな表現力と自信を身に付けてほしいと考え、11月に学習
発表会「キラキラフェスティバル」を行っています。保護者の皆さんや地域の方、開かれた学校づくり推進委
員さんや学習でお世話になっている方々などをお招きして、合奏や合唱、劇やダンスなど全校や学年ごとの
発表を行います。昨年は、300名近い人で体育館がいっぱいになり、その中で元気いっぱい発表しました。
大きな拍手に包まれてうれしそうな子どもたちの表情が印象的でした。今年も11月16日（土）に第３回「キ
ラキラフェスティバル」を行う予定です。
　体験活動や仲間づくりや図書館活動などあらゆる機会を通して、児童が主体的に活動し、「伝えたい」
「話したい」「表現したい」という思いがわく学校づくりに取り組んでいきたいと考えています。

話す力・聞く力・考える力を

院長　森 木  光 司
吾川郡いの町3674 TEL（088）893‐0014

医療法人
光生会 森 木 病 院

内　科
外　科
小児科
循環器内科
消化器内科
リハビリテーション科
人工透析

学年発表５年生「合宿の報告」 １・２年生「日記集会」
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新しく入った本　下記の他にもあります。
【小説】 【児童】 【ノンフィクション・その他】
北の街物語
（内田　康夫 著／中央公論新社）

図書館に児童室ができた日
（ジャン・ピンボロー　文　デビ－・アトウェル　絵／徳間書店）

うちの職場は隠れブラックかも
（松沢　直樹 著／三五館）

姉川の四人－信長の逆切れ－
（鈴木輝一郎 著／毎日新聞社）

細川ガラシャ
（ミネルヴァ書房）

やっぱり夫婦！
（斎藤　茂太 著／新講社）

働かないの－れんげ荘物語
（群  ようこ 著／角川春樹事務所）

世界文化遺産富士山のすごいひみつ100
（主婦と生活社）

ママの世界はいつも戦争
（杉浦由美子 著／ベストセラーズ）

その青の、その先の、
（椰月美智子 著／幻冬舎）

とびばこのひるやすみ
（村上しいこ　作　長谷川義史　絵／ＰＨＰ研究所）

血盟団事件
（中島　岳志 著／文藝春秋）

花や咲く咲く
（あさのあつこ 著／実業之日本社）

せんべせんべやけた－わらべうたえほん－
（こぐま社）

♪高知コンサートグループシリーズコンサート第３6回♪
11月10日（日）　15：00～15：30　☆今月は第2日曜日の開催となります。

♪プログラム♪
・六段の調べ／作曲：八橋　検校
・さくらさくら／日本古謡　編曲：沢井　忠夫
・よさこい節
・秋のうた色々　　・風のセレナーデ／作曲：水野　利彦

≪出演者プロフィール≫
小松しのぶ 氏（ピアノ）
９歳から箏を始め、箏・地歌三味線
を生田流箏曲葉風会家元・中村双葉
（大阪）に師事。生田流箏曲葉風会
大師範。
その他にこまつ箏・三絃音楽教室主
宰、邦楽アンサンブル「ほのか」団長。

読み聞かせ勉強会 ＊くつしたのあな＊
11月1日（金） 10：00～11：00 11月16日（土）　１４：３０～１５：００

11月19日（火）　10：30～11：00

～あかちゃんとおかあさんの絵本の時間～
【０～３歳児・保護者対象】

　絵本の読み聞かせとともに手遊びも一緒に楽しみま
せんか？お気軽にご参加ください。

☆ 毎月第１金曜日 ☆ ☆ 毎月第3土曜日 ☆

☆ 毎月第3火曜日 ☆

◆図書館バスの運行について◆
（吾北・本川・天王地区）

◆吾北地区・本川地区の方へお知らせ

主な巡回場所

問い合わせ

火曜日…吾北地区　　水曜日…天王地区
木曜日…本川地区

※週によって巡回場所・時間が若干違ってきますので、
　お手数をお掛けしますがご連絡の上、ご利用ください。

吾北中央公民館図書室、本川新郷土館では、町立図書館
の小説、ノンフィクション、料理、健康の本などあらゆる
ジャンルの書籍を随時100冊貸出ししています。是非ご利
用ください。

 ８５０－４３６０

本　館 枝川分室
住　　所 いの町元町41番地 いの町枝川2462番地
開館時間 9：30～18：00
1 1 月 の
休 館 日

月曜日、3日、23日（祝日）
29日（館内整理日）

月・水・金・日曜日
23日（祝日）

電話番号  850－4360  850－4350

◆ 駐車場のご利用について
　図書館では、現在、身障者用を含めて８台の

乗用車を駐車できますが、満車の場合は大変
お手数をおかけしますが、役場本庁（伊野公
民館）南の駐車場をご利用ください。

～幼児から小学生のための読み聞かせの時間～

♪ 今月は箏曲です ♪

◆ 休館日の返却については、ブックポスト（本館は正
面玄関・枝川分室は入口）をご利用ください。本
館・枝川分室どちらでも返却できます。

◆ 図書館ホームページ
　　http://inolib.town.ino.kochi.jp/

（図書の検索・Web予約※ができます。）
※Web予約には、あらかじめ利用者登録及び窓口で

のパスワード申請が必要です。
※サーバメンテナンス作業のため、毎朝4：00～4：30

までホームページの閲覧、ＷＥＢ予約ができません。
ご了承ください。
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ぐりぐらひろば（いの町子育て支援センター）からのお知らせ
　出産や子育てに不安を感じたり子育て情報や友達を求めたりしている妊婦さんやパパ、ママ、
小さいお孫さんと日々奮闘していらっしゃるおじいちゃんやおばあちゃん。
　親子で集う遊びと語らいの広場“ぐりぐらひろば”へ遊びに来てみませんか！ 

　「先生、産休に入ったら、また来れるからね♪」「今、２か月なんです♥」などと妊娠の喜びを伝えてくれる
お母さんたち。「いの町の（日本の）、社会の『宝』である赤ちゃんを産み育ててくれてありがとう!!」思わず、
お礼の言葉とともにお母さんたちに対する尊敬の気持ちを込めて頭を下げています。
　また、新生児の来所は、健康センターで活動される高齢者の皆さんだけでなく、少しだけ先輩赤ちゃんや
幼児を育てるお母さんにとっても、心からの癒しパワーにつながるようです。数か月の赤ちゃんを抱っこさせ
てもらい、みるみる柔和な笑顔になっていくお母さん。すると、幼児はもちろん、１歳前後の赤ちゃんまでが、
新生児を覗き込み、ベビーベッドにお気に入りのオモチャを置こうとする姿も見られます。
　このような体験の中で自然に根づく親子の豊かな心育ちは、次世代の貴重な宝物ではないでしょうか。

☆申込・問い合わせ　　ぐりぐらひろば （いの町総合健康センター内）　　  892－3151

＊なお、町内各保育園・幼稚園や公民館、吾北・本川各総合支所及び教育事務所に掲示し、図書館やほけん福祉課、町民課、枝川及び八田コミュニ
ティセンター、町内各量販店（サンプラザ新鮮館天王・サンシャインラヴィーナ・サニーマート伊野店・サニーアクシスいの）、あったかふれあいセン
ター、暮らしのかけ橋交流館なないろに設置しているぐりぐらつうしんや

　ぐりぐらひろばＨＰもご覧ください。 子育て情報いの町ＨＰ ぐりぐらひろばＨＰ⇨⇨

【11月の内容】
 ６日（水） ベビー＆ママヨガ・母乳相談
 　　　　　  ♥乳幼児用おやつ試食
 13日（水） 小児科医のミニ講話・個別相談
 20日（水） 妊婦さんのためのお話
 27日（水） 大人のための読み聞かせ

【12月はじめの予定】
 4日（水） マタニティヨガ・胎児の心音聴音

※妊婦さんと０歳児の親子対象
※毎週水曜日13:30～15:00　※予約不要
※個別相談のみ事前にお申し込みください。
※子どもをサポートする支援員さんもいます♪
　お誘い合わせの上、お気軽にお越しください。

12月初旬行事予定

11月行事予定

☆　ママたちの座
談会　☆

楽しさやしんどさ
を　　

　　　　分ち合う
ひと時♥

☆　散歩日和　☆道草しながら秋の自然にも触れて♪

☆ 携帯電話の便利さと恐ろしさを学ぶ ☆

知らずに子どもが
犯罪者や被害者に！？

【お楽しみ会】
				6日（水）　図書館バス
				8日（金）　絵本読み聞かせ・親子ふれあい遊び
		１2日（火）　３Ｂ体操
		１9日（火）　親子クッキング

【てくてくひろば】
				7日（木）　あいの保育園

【保護者会いちごサークル活動】
		１4日（木）　ママビクス
		17日（日）　保護者会講演会『楽育コーチング』

【ホッとママ講座④】
		26日（火）　陶芸教室

【保護者会いちごサークル活動】
				3日（火）　簡単クリスマスグッズ作り
		１0日（火）　ホッとMaMa井上さんのミニコンサート
		１2日（木）　ボクササイズ

【子育て座談会⑤】
				6日（金）　小児科医を囲んで座談会

★行事への参加をご希望の方は、事前にお申し込みください。
　ご都合によりキャンセルされる方は、必ずご連絡をお願いします。

なないろはぁと事業

＊ 親子クッキング ＊ 
～親子でお料理に挑戦～

日　時：11月19日（火）9：30～11：00
場　所：ぐりぐらひろば
講　師：学校教育課　管理栄養士　刈谷　良恵
材料費：300円程度
準備物：親子ともにエプロン、三角巾をご用意ください。
受付期間：11月５日（火）まで
＊食物アレルギーの有無についてお知らせください。

＊ 第４回　ホッとママ講座 ＊ 
陶　芸　教　室

日　時：11月26日（火）9：30～11：00
場　所：ぐりぐらひろば
講　師：正寿窯　濱田　香代　氏
材料費：1,000円
定　員：先着20名
準備物：親子ともに汚れても構わないようエプロン・手

拭き、模様などをつける方はクッキーの型やハ
ンコなどをお持ちください。

受付期間：11月22日（金）まで
＊当日は、いの町子育て応援団グー・チョキ・パーの皆さんがお手伝いくださいます。
　託児を希望の方は、参加申し込みの際にお知らせください。

※現地集合、現地解散です。
※自家用車でお越しの方は、園の駐車場をご利用ください。自転車の方は、

園の先生のご指導により駐輪願います。
※日除け帽子を着用し、水分補給のためのお茶（水筒）をご持参くださ

い。親子ともに汚れても構わない服装と履物でお越しください。
※乳児とご兄弟を一緒にお連れの方は、ベビーカーやおんぶひもをご用

意いただき、臨機応変に対応できるようご配慮をお願いします。

☆各保育園や幼稚園に出向き、遊んだり交流したりする
“てくてくひろば”へのお誘い

てくてくひろば

♪園児といっしょに遊ぼう♪
１1月7日（木）あいの保育園　10:00～11:00

申込締切日：１1月5日（火）

☆ひろばでの遊びや生活の様子、各行事などについて、詳しくはHPでご紹介しています。☆

☆ つらい肩凝りや腰痛 ☆

自分の体をほぐしてあげよう♥

みんなでストレッチ★

☆ つらい肩凝りや腰痛 ☆

自分の体をほぐしてあげよう♥

みんなでストレッチ★
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ワ ード 入 門 コ ー ス

エクセル入門コース

インターネット活用コース

年 賀 状 作 成コ ー ス

パソコン個別相談室

パソコン入門コース
パソコン入門コースは、初めてパソコンを
触る方や、以前使っていたけど、もう一度基
礎から学習したい方向けの講座です。マウ
ス操作の基本・キーボード入力の基本を
中心にパソコンの基礎を学習します。

ワード2010入門コースは、文書作成ソフ
トであるワードソフトの基礎を学習します。
表現力のある文章や表の入った文章、図を
入れた文章などの作成をします。

エクセル2010入門コースは、表計算ソフ
トであるエクセルソフトの基礎を学習しま
す。エクセルでの文字や数字の入力やグラ
フ作成、計算方法の基礎を学習します。

インターネット活用コースは、初めてイン
ターネットに挑戦してみようとされる方から
便利なページを紹介し活用方法まで行い
ます。

年賀状作成コースは、筆まめソフトを使い
簡単に見栄えの良い年賀状を作成します。
また住所管理の機能がありますので一度
作成した名簿は、追加削除するだけで毎
年使えとても便利なソフトです。

Windows操作・印刷からワード・エクセル
活用・インターネットとメールなどの相談室
です。（VBAなどの言語関係・CAD（図面
ソフト）は除く。）その他の内容については、
予約の時に相談内容をお願いします。

申込方法
伊野公民館窓口へ直接又はお電話で！　いの町3597　社会教育課（伊野公民館）
受付　月～金曜日（祝日を除く。）　8：30～17：15　  893－2012
［受付内容　氏名・住所・電話・受講講座名］

12 月
予 定 表

12月分締切日：11月25日（月）17:15
主　催：社会教育課（伊野公民館）
講　師：森　　清仁
会　場：すこやかセンター伊野 小会議室

各コース 定員：10名 ㊟再受講などで、テキストをお持ちの方は、
　申込時にご連絡ください。

パソコン入門 （初めての方から）
開催時間 受講料他 12月日程

使用可能パソコン持参
9:00～16:00
6時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 3,000円
テキスト　 300円 12／23（月）

年賀状講座 　使用ソフト：筆まめ
開催時間 受講料他 12月日程

使用可能パソコン持参
9:00～16:00
6時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 3,000円
テキスト 1,500円

筆まめ用
12／  8（日）

ワード入門　使用ソフト：Word2010（基礎を学習）
開催時間 受講料他 12月日程

ワード2010が入っている
パソコン持参

9:00～16:00
6時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 3,000円
テキスト 1,260円

Word2010用
12／14（土）

エクセル入門　使用ソフト：Excel2010（基礎を学習）
開催時間 受講料他 12月日程

エクセル2010が入っている
パソコン持参

9:00～16:00
6時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 3,000円
テキスト 1,260円

Excel2010用
12／15（日）

インターネット活用 （便利な活用を学習）
開催時間 受講料他 12月日程

無線LAN使用可能
パソコン持参

10：00～15：00
4時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 2,000円
テキスト　 300円 12／21（土）

パソコン個別相談室
開催時間 受講料他 12月日程

個別相談室
※VBA＆CADなどは除く

申込1件1時間以内
10:00～16:00 相談料 500円 12／22（日）

※予約がない場合は中止します。

パソコン教室のご案内　12月開催予定講座
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いの町の隣に行けば、そこは瀬戸内！！

問 連
い 絡
合 及

せ
わ び

いの町観光協会事務局
（ギャラリー・コパ内）
〒781-2101　いの町大国町145

 893-1211　　  893-1205

季節の情報や、最新イベント情報などは下記のＨＰでご確認ください。
ホームページ　http://inofan.jp
ブログもみてください。http://blogs.yahoo.co.jp/inokanko2006

仏壇・仏具・神棚・神具

いの町新町15（高知銀行斜め前）

tel ０８８－８９３－０１２２
営業時間

午前9時～午後6時半

おおくら仏具店
お仏壇・神棚の買い替え・処分・修理、
　また法事のご準備・お位牌の書き換え

なんでもお気軽にご相談ください

●お仏壇の購入をご検討中の方に、仏壇・仏事が分かる「お仏壇の本」を差し上げます

仏壇
仏具

神殿
神具

お香
線香

ろうそく
数珠

八十八箇所
巡拝用品

仏壇
仏具

神殿
神具

お香
線香

ろうそく
数珠

八十八箇所
巡拝用品

▪対 象 者：町内在住又は通勤・通学している方（中学生以下は保護者同伴）
▪定　　員：20名（申し込みの人数が多い場合は抽選とさせていただきます。）
▪参 加 料：無料　
　※ただし、飲食費などは自己負担となり、当日集金します。昼食は事前に予約を行いますので、不都合

のある方はご連絡ください。
　　◇昼食代 2,600円　◇愛媛県総合科学博物館入館料 400円（※65歳以上 250円）
　※プラネタリウム利用者は別途料金が必要になります。
▪申　　込：11月４日（月）から11月18日（月）まで受付を行います。ご住所・氏名・年齢・電話番号・
　　　　　　乗車希望場所などをいの町観光協会へ電話などでご連絡ください。　
　　　　　　〔いの町観光協会　  ８９３－１２１１　 ８９３－１２０５〕
▪そ の 他：参加される方は、アンケートにご協力をお願いします。
▪主　　催：国道194号利用促進同盟会（事務局＝西条市役所道路建設課内）
　　　　　　（いの町役場関係＝建設課・吾北総合支所建設課・本川総合支所産業建設課）
▪実施窓口：いの町観光協会

　国道194号を多くの方に利用していただくために、お隣の愛媛県西条市、新居浜市の魅力を感じていた
だくバスツアー（社会実験）を計画しました。是非ご参加ください！

▪実施日：11月24日（日）
ＪＲ伊野駅（7：50集合8：00出発）＝国道194号＜各乗車地経由＞＝道の駅ほか＝寒風山トンネル＝愛媛
県総合科学博物館（自然館、科学技術館、産業館の常設展やギネスにも登録されたプラネタリウムで
楽しむ）＝美味休心（寿司、刺身、牛網焼きの特製ランチ）＝周ちゃん広場（瀬戸内の新鮮魚介や地元の
野菜や果物のお買い物）＝道の駅ほか＜各降車地経由＞＝ＪＲ伊野駅（18：00ごろ着）

【乗降予定場所】　ＪＲ伊野駅、道の駅土佐和紙工芸村、吾北総合支所、本川総合支所

雰囲気抜群のお店で豪華ランチ 大人が楽しめる愛媛県総合科学博物館

瀬戸内の幸を使った豪華ランチを堪能！
西条・新居浜　満喫バスツアー　参加者募集！

知っているようで知らない！？



保 健 行 事 予 定 表11月 12月

11/11～12/10 11月１日～10日の予定は広報10月号をご覧ください。
都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

広報いのは再生紙を使用し、
		
大豆インクで印刷しています。
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日　程 場　　所 受付時間

11 / 28（木）
伊野税務署 9：30～11：00
さくら病院 12：00～13：30
関田病院 15：30～17：00

＜３歳児健診、４か月児健診は個別に通知します。＞

休 
日 

当 

番 

医

12月
1（日） 関 田 病 院  893－0047

8（日） 田 村 外 科  893－5712

１５（日） 宮 内 医 院  892－2555

２２（日） 仁 淀 病 院  893－1551

２３（月） さ く ら 病 院  893－5111

２９（日） 森 木 病 院  893－0014

３１（火） 仁 淀 病 院  893－1551

11月
３（日） 関 田 病 院  893－0047

４（月） 森 木 病 院  893－0014

１０（日） 山 内 内 科  893－3111

１７（日） さ く ら 病 院  893－5111

２３（土） 仁 淀 病 院  893－1551

２４（日） 天 王 診 療 所  891－6678

※都合により当番医が変更となる場合があります。
　受診の前に電話でご確認ください。

平日、ご家庭やお仕事の都合で健診を受診できない方はいらっしゃいませんか。仁淀病院では次のとおり休日に受診すること
ができます。是非ご利用ください。

内　容 対　象 実施日 時間・場所 自己負担額 申　込　先

特 定 健 診

4 0 歳 ～ 7 4 歳
の方で有効期
限 内 の 特 定
健 診 受 診 券
がお手元にあ
る方

11 / 17（日）
8：30～12：00

仁淀病院
（いの町1369）

保険の種類によって異な
ります。詳しくは、ご加入
の医療保険者又はお勤め
先にお問い合わせくださ
い。
※いの町国保の方は無料

仁淀病院
 893－1551 

月～金曜日 
8：30～17：00
※実施日の3日前まで
　にお申し込みください。

インプラント専用受付電話

（日曜日無料相談受付中：要予約）

子
育
て
サ
ー
ビ
ス

内　　容 日　程 場　　所 受付時間

おやこっこたいむ（育児相談）

11／13（水） 枝川コミュニティセンター

９：30～10：30
11／20（水） 天王コミュニティーセンター
11／27（水） すこやかセンター伊野
12／  4（水） 枝川コミュニティセンター

３ 歳 児 健 診 11／21（木）
すこやかセンター伊野

13：00～14：00
４ か 月 児 健 診 12／  5（木）
離 乳 食 講 習 会※ 11／15（金） ９：50　集合

※参加希望の方はほけん福祉課（  ８９３－３８１１）まで予約をお願いします。

　最近、インプラントについてのトラブルが全国的に増えてい
ると大変話題になっています。しかし、インプラントは、安全性

の確立された症例を臨床経験豊富な歯科医師が施術する場合、ほとんど心配されるような事
故はありません。また、インプラント治療は、はるか数千年前に古代から行われていました。歴
史がある治療法であります。ではなぜここ数十年で、突然普及してきたのでしょうか？
　それは、「唯一、チタンという金属が生きている骨と結合する」という現象が５０年ほど前に
発見されたからです。この、骨結合の発見があり、歯の分野だけでなく医療の多くの分野で、
治療の急速な進歩が起こりました。これらの発見を礎として、インプラントは安全性や長期的
な信頼性が急速に向上しました。
　人生80年が当たり前の時代です。クオリティオブライフが言われる現代、世界中で、数百万
人の患者さまがインプラント治療を行い、新しい生活を送っています。
 安光歯科　院長　安光　秀人

インプラントの歴史


